
松
平
　
静
翁
の
枕
珊
子
研
究
に
つ
い
て

柿

谷

雄

三

一

　
近
代
に
お
け
る
枕
冊
子
の
研
究
は
、
松
平
静
翁
の
「
枕
草
紙
詳
解
」
あ
た
り
か

ら
始
ま
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
明
治
二
十
三
年
に
は
小
中

村
嚢
の
「
枕
草
紙
講
義
」
一
冊
、
同
順
＋
四
年
に
は
、
佐
佐
木
弘
綱
の
漁
枕

草
紙
読
本
L
五
冊
、
同
二
＋
六
年
に
は
、
鈴
木
弘
恭
の
「
至
心
草
子
春
曙
抄
」

三
冊
、
同
二
十
七
年
に
は
、
萩
野
由
之
の
「
標
註
枕
草
紙
」
二
冊
が
、
ま
た
同
二

十
九
年
に
は
緑
亭
主
人
の
「
清
少
納
言
」
（
家
庭
叢
書
号
外
）
一
冊
が
刊
行
さ
れ

た
が
、
い
ず
れ
も
簡
単
な
も
の
か
、
啓
蒙
的
な
も
の
で
あ
り
、
な
ん
と
い
っ
て

も
、
単
行
本
の
注
釈
書
と
し
て
一
時
期
を
画
し
た
も
の
は
、
同
三
十
二
年
二
月

（
上
編
）
・
八
月
（
中
編
）
・
翌
年
二
月
（
下
編
）
と
に
分
け
て
、
東
京
の
誠
之
堂
か

ら
出
版
さ
れ
た
「
枕
草
紙
詳
解
」
三
冊
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
国
学
院
で
の
黒
川
真

頼
博
士
の
講
義
を
も
と
と
し
、
著
者
自
ら
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
ロ
語

訳
の
欄
こ
そ
な
い
が
、
そ
の
詳
細
な
語
釈
は
全
文
の
解
釈
が
で
き
る
よ
う
に
、
く

ふ
う
さ
れ
て
い
、
ま
さ
に
詳
解
の
名
に
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
「
師
黒
川

翁
日
」
と
し
て
そ
の
所
説
が
多
く
引
用
さ
れ
、
他
に
飯
田
武
郷
の
説
、
畠
山
健
、

松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

関
根
正
直
博
士
の
意
見
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
当
時
に
お
け
る
、
春
曙
抄
以
後
の

本
格
的
な
注
釈
書
と
い
え
よ
う
。
著
者
松
平
静
は
、
明
治
三
十
一
年
七
月
に
国
学

院
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
新
進
気
鋭
の
国
文
学
者
で
あ
っ
て
、
時
に
二
十
三
歳
で

あ
っ
た
。
そ
の
年
の
十
二
月
末
日
、
「
賦
す
さ
ま
じ
く
ふ
る
日
江
戸
川
の
ほ
と
り

商
客
幽
盧
の
う
ち
に
て
」
そ
の
緒
言
を
次
の
よ
う
に
し
る
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
　
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

「
翁
た
ち
（
北
村
編
垂
・
加
藤
磐
斎
ら
を
さ
す
）
の
未
だ
考
へ
及
ば
ざ
り
し
所
、

さ
て
は
考
へ
の
誤
ら
れ
た
り
と
思
ふ
す
ち
な
ど
い
ひ
つ
ど
く
れ
ば
こ
の
草
紙
を
よ

む
人
々
の
飽
か
ぬ
ふ
し
み
＼
多
か
め
る
は
、
ま
た
の
が
れ
が
た
く
や
あ
ら
ん
。
こ

れ
ぞ
お
の
れ
が
学
足
ら
ず
才
お
く
れ
た
る
を
も
打
忘
れ
て
、
は
や
く
よ
り
こ
の
草

紙
の
註
釈
を
試
み
ん
と
思
ひ
立
ち
つ
る
一
つ
な
る
。
（
中
略
）
過
ぎ
し
年
お
の
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

親
し
く
黒
川
大
人
に
就
き
て
、
こ
、
に
は
じ
め
て
盤
斎
抄
の
説
を
も
知
り
、
さ
て

は
大
人
が
は
や
く
よ
り
考
へ
お
か
れ
し
説
な
ど
、
と
り
あ
つ
め
た
る
む
ね
を
知
り

得
た
る
は
、
ま
こ
と
に
思
ひ
の
ほ
か
な
る
幸
に
な
む
。
さ
る
を
か
＼
る
め
で
た
き

む
ね
を
ば
、
お
の
が
ど
ち
の
み
知
り
た
り
と
て
、
は
た
か
ひ
な
き
心
地
す
る
に
、

お
な
じ
く
は
、
こ
の
道
に
た
つ
さ
は
り
、
全
じ
志
の
人
ζ
に
も
轟
く
告
げ
な
ば
、

一
つ
は
わ
が
道
の
為
に
も
と
思
ひ
な
り
ぬ
。
こ
れ
ぞ
こ
の
註
釈
を
お
も
ひ
立
ち
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

る
故
よ
し
の
二
つ
な
る
。
」
と
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
は
春
曙
抄
に
師
説
そ
の
他

を
増
註
し
て
、
世
に
示
そ
う
と
思
・
て
い
た
が
、
先
年
鈴
木
弘
恭
の
「
纏
春
曙

抄
」
も
出
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
お
の
れ
が
カ
の
お
よ
ば
ん
限
り
こ
と
み
＼
く
に

註
釈
し
て
、
た
と
ひ
繁
に
過
ぎ
て
煩
は
し
と
の
そ
し
り
は
惨
く
と
も
、
簡
に
し
て

足
ら
は
ぬ
嫌
は
う
け
じ
も
の
と
こ
、
ろ
定
め
て
、
」
こ
の
書
を
書
い
た
。
「
文
は
も

は
ら
世
に
行
は
れ
た
る
春
曙
抄
本
に
よ
り
て
し
る
し
た
れ
ど
、
訂
正
せ
し
所
は
大

か
た
尊
大
人
の
説
に
よ
り
て
な
り
。
ま
た
解
か
ま
ほ
し
か
り
し
塵
も
、
春
曙
抄
に

あ
る
も
の
は
、
そ
な
た
に
譲
り
た
る
も
多
か
り
。
見
ん
人
お
な
じ
く
は
か
の
抄
と

な
ら
べ
よ
ま
れ
」
た
な
ら
、
便
利
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
師
説
引
用
の
責
任
は
一

切
自
分
に
あ
る
。
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
意
図
す
る
と

こ
ろ
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
菊
判
和
装
の
優
雅
な
本
は
、
中
等
教
育
和
漢
文

　
注
一

講
義
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
の
第
廿
編
と
し
て
出
さ
れ
、
上
編
は
桜
の
巻
と
名
づ
け
ら

れ
て
、
黒
川
真
頼
・
飯
田
武
郷
校
閲
、
飯
田
武
郷
・
黒
川
真
道
・
芳
賀
矢
一
の
序

十
二
頁
、
緒
言
十
頁
、
通
解
（
解
題
）
六
十
頁
、
本
文
三
百
三
十
八
頁
、
中
編
は
葵

の
巻
と
名
づ
け
ら
れ
て
、
本
文
四
百
十
四
頁
、
あ
と
が
き
（
訂
正
）
二
頁
、
下
編

は
楓
の
巻
（
題
籏
に
は
「
紅
葉
の
巻
」
）
と
名
づ
け
ら
れ
て
、
本
文
三
百
六
十
頁
、

あ
と
が
き
二
頁
、
総
計
千
百
九
十
八
頁
に
及
ぶ
大
冊
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
好
評

で
相
当
版
を
重
ね
た
ら
し
く
、
筆
者
の
手
許
に
あ
る
二
、
三
を
調
べ
て
み
て
も
、

明
治
四
十
年
七
月
に
は
六
版
、
大
正
十
年
二
月
に
は
十
版
を
出
し
て
い
る
か
ら
、

当
時
の
一
版
は
部
数
が
少
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
か
な
り
の
売
れ
行
き
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
そ
の
間
、
明
治
四
十
四
年
九
月
に
は
、
武
藤
元
信
の
　
「
枕
草
紙
通
釈
」

二
冊
、
大
正
四
年
六
月
号
溝
口
白
洋
の
「
訳
註
枕
の
草
紙
」
一
冊
、
大
正
五
年
十

万
に
窪
田
空
穂
「
枕
草
子
評
釈
」
（
上
）
、
同
八
年
四
月
に
永
井
一
孝
の
勲
枕

二

草
紙
新
釈
」
二
冊
、
同
十
年
六
月
に
金
子
元
臣
の
「
枕
草
子
評
釈
」
（
上
）
、
九
月

に
内
海
弘
蔵
の
「
枕
草
紙
評
釈
」
一
冊
、
同
十
三
年
八
月
に
金
子
元
臣
の
「
枕
草

子
評
釈
」
（
下
）
が
相
次
い
で
出
さ
れ
、
大
正
十
四
年
七
月
に
は
山
岸
徳
平
博
士
に

よ
っ
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
三
巻
本
が
は
じ
め
て
活
字
化
せ
ら
れ
（
「
校
註
日
本

文
学
大
系
」
第
三
巻
の
中
）
、
同
十
五
年
三
月
に
鳥
野
幸
次
の
「
枕
草
子
新
解
」

（
上
）
が
上
梓
さ
れ
て
、
い
よ
い
よ
昭
和
期
を
迎
え
る
よ
う
に
な
る
。
昭
和
二
年

二
月
に
は
、
栗
原
武
一
郎
の
是
段
枕
草
子
全
釈
L
再
同
三
年
に
な
る
と
、

一
月
に
、
池
田
亀
鑑
博
士
の
『
清
少
納
言
枕
草
子
の
異
本
に
関
す
る
研
究
』
（
「
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

語
と
国
文
学
」
一
月
号
）
、
吉
沢
義
則
博
士
の
「
滋
枕
冊
子
春
曙
抄
」
（
上
）
、
四

月
に
藤
村
作
博
士
の
　
「
清
少
納
言
枕
草
子
」
　
一
冊
、
日
本
古
典
全
集
「
清
少
納

言
」
（
「
紫
式
部
日
記
」
と
合
冊
）
、
が
出
て
、
枕
冊
子
の
研
究
は
三
巻
本
の
紹
介

も
加
わ
っ
て
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
年
の
八
月
、
「
枕
草
紙
詳
解
」
の
復
興
　
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

版
一
冊
（
洋
装
・
菊
判
・
六
百
九
十
四
頁
）
が
佐
伯
天
涯
の
編
輯
に
よ
っ
て
東
京

の
知
世
書
房
か
ら
発
行
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
有
宏
社
版
の
も
の
も
出
て
い
る
か

ら
、
「
詳
解
」
の
生
命
は
、
武
藤
元
信
の
「
通
釈
」
と
と
も
に
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
三
代
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
通
解
（
解
説
）
・
注
釈
に
お
い
て
詳

し
く
、
後
者
は
異
本
研
究
に
お
い
て
詳
細
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
明
治
期
の
枕
冊
子

研
究
に
お
け
る
二
大
業
績
が
、
相
補
っ
て
昭
和
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
こ
の
　
「
詳
解
」
復
興
版
は
、
全
く
初
版
当
時
の
ま
ま
の
組
替
え
に
と
ど
ま
っ

た
の
は
惜
し
ま
れ
る
し
、
武
藤
元
信
の
研
究
に
比
べ
て
、
異
本
の
こ
と
が
殆
ど
ふ

れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
何
と
し
て
も
不
満
で
あ
っ
た
。
今
こ
こ
に
、
本
書
を
研

究
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
み
る
に
、
す
で
に
永
井
一
孝
の
「
新
釈
」
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
「
，
従
来
の
諸
註
釈
に
見
る
事
の
出
来
な
い
創
見
も
あ
る
が
、
本



文
の
校
訂
が
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
．
註
釈
に
も
無
理
な
所
が
往
々
見
受
け
ら
れ

る
」
も
の
の
、
「
枕
冊
子
註
釈
史
上
、
明
治
以
降
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
も
つ
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
注
二

（
田
中
重
太
郎
博
士
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
「
明
治
の
は
じ
め
を
飾
っ
た
立
派
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
四

著
述
」
（
岸
上
慎
二
博
士
）
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

二

　
さ
て
、
次
に
松
平
静
翁
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
み
た
い
。

　
松
平
静
寧
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
一
月
二
日
、
福
井
県
敦
賀
市
に
生
れ
、

昭
和
四
十
六
年
三
月
三
日
、
京
都
市
左
京
区
北
白
川
西
瀬
内
町
三
十
の
閑
居
に
お

い
て
九
十
六
歳
の
天
寿
を
全
う
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
。
そ
の
九
十
余
年
の
生
涯

を
通
覧
す
る
と
、
幼
少
の
頃
は
し
ば
ら
く
の
ぞ
く
と
し
て
、

一二三
の
三
期
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う
。

を
記
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
ぐ
う

　
翁
の
生
家
は
福
井
県
敦
賀
市
常
宮
の
常
宮
神
社
神
主
宮
本
家
で
、
二
男
で
あ
る

た
め
、
福
井
藩
城
代
家
老
松
平
主
馬
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。
長
じ
て
上
京
し
、
明

治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
国
学
院
に
入
学
、
黒
川
真
頼
博
士
の
講
莚
に
列
し
、
飯

田
武
郷
、
関
根
正
直
博
士
ら
の
教
を
受
け
、
清
少
納
言
お
よ
び
枕
冊
子
を
研
究
し
、

同
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
七
月
同
院
を
卒
業
、
在
学
中
、
春
曙
抄
を
筆
写
し
つ

つ
、
黒
川
博
士
の
講
義
を
書
入
れ
、
そ
れ
を
基
と
し
て
自
ら
の
考
え
も
加
え
て

　
　
　
　
　
松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

教
員
の
時
代
（
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
九
月
か
ら
大
正
四
年
（
一
九

一
五
）
七
月
ま
で
）

神
官
の
時
代
（
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
七
月
か
ら
昭
和
二
十
三
年
（
一
九

四
八
）
六
月
ま
で
）

晩
年
（
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
六
月
か
ら
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七

一
）
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
順
を
追
っ
て
主
要
な
事
柄

「
枕
草
紙
詳
解
」
三
冊
を
完
成
。
同
年
十
月
末
日
江
戸
川
の
寓
居
で
そ
の
緒
言
を

記
し
、
翌
三
十
二
年
二
月
五
日
、
東
京
の
誠
之
堂
か
ら
上
編
（
桜
の
巻
）
、
八
月

一
日
に
は
中
編
（
葵
の
巻
）
を
上
梓
。
九
月
三
十
日
に
は
岐
阜
県
師
範
学
校
助
教

諭
心
得
と
な
っ
た
。
時
に
二
十
四
歳
。
当
時
、
花
城
と
号
し
て
い
る
。
以
後
、
岐

阜
に
あ
っ
て
国
語
科
教
員
の
生
活
が
始
ま
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
年
も
暮
、
十

二
月
十
八
日
に
は
「
詳
解
」
下
編
（
楓
の
巻
）
の
あ
と
が
き
を
「
夕
ぐ
れ
も
の
暗

う
な
り
た
る
と
こ
ろ
」
に
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
三
十
三
年
（
｝
九
〇
〇
）

二
月
十
二
日
に
は
、
同
じ
く
誠
之
堂
か
ら
、
同
書
が
出
版
せ
ら
れ
た
。
明
治
三
十

九
年
（
一
九
〇
六
）
に
は
岐
阜
県
師
範
学
校
の
助
教
諭
に
補
せ
ら
れ
、
十
月
八
日

に
は
教
諭
と
な
る
。
さ
ら
に
同
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
三
月
三
十
一
日
付
で
岐

阜
県
立
中
学
校
教
諭
と
な
り
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
・
四
．
十
歳
の
時
、
七
月
十

九
日
付
で
同
中
学
校
教
諭
を
退
職
し
、
十
七
年
に
及
ぶ
教
員
生
活
に
終
止
符
を
打
　
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

っ
て
、
い
よ
い
よ
神
官
と
し
て
の
生
活
が
始
ま
る
。
な
お
、
こ
の
岐
阜
県
で
の
教

え
子
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
後
年
、
翁
の
歌
碑
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ

の
事
は
上
掲
の
略
年
表
に
譲
る
っ
七
月
三
十
一
日
国
幣
中
社
の
南
宮
神
社
（
岐
阜

県
）
の
宮
司
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
四
十
七
歳
の
七
月
四
日
に
国
幣
小

社
浅
間
神
社
（
静
岡
県
）
宮
司
と
な
る
。
昭
和
三
年
八
月
に
は
前
述
の
ご
と
く

「
詳
解
」
復
興
版
（
洋
装
）
が
知
世
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
昭
和
九
年
（
一
九

三
四
）
五
十
九
歳
の
時
、
四
月
十
一
日
付
で
、
官
幣
中
社
北
野
当
社
宮
司
と
な
っ

て
、
京
都
で
の
生
活
が
始
ま
る
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
　
一
月
七
十
一
歳

で
、
官
幣
大
社
賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
神
社
）
宮
司
と
な
り
、
同
二
十
三
年

（
一
九
四
八
）
六
月
二
十
八
日
、
七
十
三
歳
で
同
神
社
宮
司
を
退
職
し
、
以
後
、

悠
各
適
の
、
作
歌
と
枕
冊
子
の
研
究
（
帯
枕
草
子
精
義
L
柔
刊
1
の
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊



　
　
　
　
　
松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

と
、
の
生
活
に
入
る
。
昭
和
三
十
三
年
八
月
に
出
版
さ
れ
た
「
雲
影
白
河
」
の
あ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛

が
き
に
は
、
自
伝
風
に
、

　
　
私
は
明
治
廿
八
年
国
学
院
に
入
学
し
て
、
こ
㌧
で
始
め
て
、
正
式
に
歌
の
指

　
導
を
受
け
ま
し
た
。
国
学
院
で
は
、
歌
が
正
科
に
な
っ
て
居
て
、
落
合
先
生
が

　
主
任
で
、
終
始
御
訓
育
を
受
け
ま
し
た
が
、
私
は
こ
と
に
黒
川
老
先
生
、
飯
田

　
老
先
生
の
御
指
導
を
い
た
父
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
が
枕
草
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
研
究
に
志
し
ま
し
て
「
枕
草
子
詳
解
」
と
い
ふ
一
書
を
書
き
ま
し
て
、
そ
の
御

　
高
閲
御
指
導
を
仰
ぎ
ま
す
関
係
上
常
に
両
先
生
の
御
宅
に
伺
ひ
ま
し
た
の
で
す

　
が
、
そ
の
都
度
必
ず
詠
草
を
持
参
し
て
御
添
削
を
仰
い
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
す
る
と
両
先
生
は
「
お
前
は
歌
才
が
乏
し
い
く
せ
に
、
歌
の
行
儀
が
わ
る
い
。

歌
は
も
っ
と
気
品
の
高
い
所
を
詠
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
幾
度
と
な
く
お

叱
り
を
蒙
り
ま
し
た
が
、
持
つ
た
が
病
で
、
行
儀
の
わ
る
い
く
せ
は
、
今
以
つ

　
て
直
り
ま
せ
ん
。

　
　
卒
業
後
、
岐
阜
師
範
学
校
、
岐
阜
中
学
校
に
国
語
科
教
員
と
し
て
十
七
年
間

勤
め
ま
し
た
が
、
大
正
四
年
全
県
南
宮
神
社
宮
司
拝
命
、
こ
＼
で
八
年
間
奉
務

　
か
く
て
前
後
二
十
五
年
間
は
岐
阜
県
で
御
厄
介
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
岐
阜
県

　
は
実
に
私
の
第
二
の
故
郷
で
あ
り
ま
す
。
次
で
静
岡
市
浅
間
神
社
に
転
じ
、
こ

　
～
で
十
三
年
、
更
に
京
都
北
野
天
満
宮
に
転
じ
、
こ
㌧
で
も
十
三
年
、
最
後
は

上
賀
茂
別
言
神
社
に
転
じ
て
こ
、
で
三
年
、
も
う
七
十
に
も
余
り
ま
し
て
、
頽

齢
の
身
健
康
も
す
ぐ
れ
ま
せ
ん
の
で
厳
粛
な
神
勤
は
畏
れ
多
い
と
考
へ
ま
し
て

謹
ん
で
骸
骨
を
乞
ひ
お
暇
を
賜
っ
て
、
こ
の
北
白
河
に
隠
居
し
て
今
日
に
至
つ

　
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
隠
居
後
は
、
旧
著
「
枕
草
紙
詳
解
」
の
大
改
修
を
思
ひ
た
ち
ま
し
て
、
已
に

四

　
稿
を
改
め
る
こ
と
三
回
、
意
に
満
ち
ま
せ
ん
。
只
今
第
四
稿
執
筆
中
で
あ
り
ま

　
す
が
、
命
の
あ
る
中
に
出
来
る
か
ど
う
か
は
頗
る
怪
し
い
も
の
で
す
が
筆
を
続

　
け
て
を
り
ま
す
。
こ
の
仕
事
と
上
せ
て
、
横
好
の
歌
を
寧
日
な
く
勉
強
し
て
居

　
り
ま
す
が
、
数
ば
か
り
積
っ
て
目
ぼ
し
い
も
の
は
出
来
ま
せ
ん
。
「
こ
の
人
に

　
こ
の
歌
あ
り
と
い
は
る
べ
き
一
つ
二
つ
を
よ
み
て
死
な
ば
や
」
と
述
懐
し
ま
し

　
た
が
、
そ
の
一
つ
二
つ
が
、
ま
だ
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
お
蔭
で
か
く
長
命
を
保

　
つ
て
を
り
ま
す
。
今
年
数
へ
年
八
十
三
に
な
り
ま
す
。

　
　
私
の
故
郷
は
越
前
敦
賀
で
、
常
宮
神
社
と
い
ふ
古
い
神
社
が
あ
り
ま
す
が
、

　
そ
の
神
主
の
二
男
で
、
明
治
九
年
一
月
二
日
生
れ
で
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
三
年
六
月
廿
五
日
（
同
書
．
＝
ハ
八
～
一
七
一
頁
）

　
と
あ
っ
て
、
翁
の
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
道
と
今
後
の
抱
負
の
程
が
よ
く
わ
か
る
の

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

　
「
枕
草
紙
詳
解
の
大
改
修
」
は
、
神
官
在
職
中
か
ら
多
少
進
め
て
お
ら
れ
た
ら

し
㌔
緯
後
の
昭
和
二
＋
三
年
（
一
九
四
八
）
六
月
ご
ろ
か
ら
繍
枕
草
子
精

義
」
と
題
し
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
筆
を
執
ら
れ
、
同
二
十
五
年
五
月
に
は
全

段
の
註
釈
と
解
説
と
が
一
往
完
了
し
た
よ
う
だ
。
　
こ
の
事
は
さ
ら
に
後
述
し
た

い
。
作
歌
の
方
は
、
こ
れ
も
は
や
く
か
ら
手
が
け
て
お
ら
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、

先
掲
の
融
北
白
河
ス
昭
和
三
＋
三
年
八
月
刊
）
、
融
大
文
字
山
」
（
昭
和
四
＋

年
十
月
北
野
天
満
宮
社
務
所
内
松
平
静
先
生
歌
集
刊
行
艶
麗
）
、
「
三
十
六
峰
」

（
同
人
歌
集
）
（
昭
和
四
十
三
年
四
月
京
都
市
伏
見
桃
山
御
香
煙
社
務
所
内
三
十
六

峰
刊
行
会
刊
）
、
「
逢
坂
山
」
（
共
同
歌
集
）
（
昭
和
四
十
六
年
三
月
京
都
市
岡
崎
平

安
神
宮
社
務
所
内
榊
葉
会
同
人
刊
）
の
四
歌
集
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
出
版
せ
ら
れ

た
。
翁
の
歌
に
つ
い
て
は
、
そ
の
門
下
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
北
野
天
満
宮
禰
宜
浅
井



与
一
郎
氏
に
よ
る
と
、
詠
歌
数
は
彩
し
い
数
に
の
ぼ
る
由
で
、
歌
集
に
収
め
ら
れ

た
も
の
は
そ
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
田
下
は
コ
ニ
十
六
峰
」

の
中
で
星
見
黒
氏
が
「
繊
細
で
剛
毅
で
、
古
い
時
代
の
歴
史
語
り
が
あ
る
と
思
へ

ば
、
最
近
の
時
事
問
題
に
触
れ
、
　
一
輪
の
草
花
と
見
れ
ば
、
世
界
の
動
乱
を
捉

へ
、
中
に
は
雅
や
か
な
る
お
色
気
も
出
て
参
り
ま
し
て
、
変
転
極
り
な
く
然
も
一

貫
し
て
犯
し
難
き
品
格
気
骨
が
あ
り
ま
す
。
洵
に
着
想
巧
緻
に
軽
妙
に
、
口
を
衝

い
て
三
十
一
字
に
纒
め
ら
れ
、
次
か
ら
次
ヘ
サ
ツ
ト
詠
み
あ
げ
、
そ
し
て
知
ら
ぬ

顔
し
て
ゐ
ら
れ
ま
す
。
」
（
同
書
一
＝
○
頁
）
と
評
し
て
お
ら
れ
る
の
が
、
も
っ
と

も
正
鵠
を
得
て
い
る
と
の
・
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
融
北
白
河
し
が
出
て
直

後
、
当
時
の
香
取
神
宮
宮
司
額
賀
大
直
氏
が
「
俗
を
詠
ん
で
俗
に
堕
せ
ず
、
超
越

の
境
地
に
在
っ
て
実
社
会
を
離
れ
ず
、
実
朝
に
も
西
行
に
も
会
っ
て
居
り
兼
好
と

は
深
い
交
際
が
あ
り
、
清
女
と
は
相
思
の
関
係
今
も
継
続
し
て
居
る
事
実
、
降
っ

て
江
戸
期
に
は
く
だ
け
て
、
三
馬
、
一
九
、
茸
山
、
さ
て
は
川
柳
人
等
と
も
友
交

関
係
あ
り
、
俳
門
の
わ
さ
び
も
味
は
ひ
、
禅
門
も
窺
は
れ
た
と
思
ふ
が
、
其
最
も

有
力
な
る
相
談
相
手
否
指
導
者
は
大
人
の
同
国
の
先
輩
曙
覧
で
あ
る
と
思
ふ
。
而

し
て
筑
前
の
言
道
も
顧
問
格
と
な
っ
て
居
り
は
せ
ぬ
か
。
即
ち
名
利
に
離
れ
栄
達

を
超
越
し
、
全
く
捕
は
れ
る
所
が
な
い
の
は
両
翁
に
通
じ
て
居
る
。
」
（
「
歌
の
友
」

昭
和
三
十
三
年
十
一
号
「
大
文
字
山
」
に
再
録
）
と
評
さ
れ
た
の
は
傾
聴
に
価
す

る
お
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。
国
学
者
で
あ
り
、
神
道
家
で
は
あ
る
が
、
そ
の
歌
境
は

広
汎
で
、
悠
揚
迫
ら
ず
の
風
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
そ
の
お
人
柄
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
融
大
文
字
山
」
の
践
に
そ
の
雑
に
あ
た
ら
れ
た
三

木
善
之
氏
が
「
先
生
今
や
九
十
歳
。
而
も
な
ほ
同
好
の
士
に
対
し
、
万
葉
集
や
源

氏
物
語
や
枕
草
子
等
の
講
義
を
続
け
て
ゐ
ら
れ
る
こ
と
は
、
全
く
驚
異
に
値
し
ま

松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

す
。
さ
れ
ば
こ
そ
お
歌
の
随
所
に
、
そ
の
深
く
広
い
学
識
の
ひ
ら
め
き
が
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
不
断
の
努
力
と
、
唐
琴
の
研
究
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
歌
道
に
あ

れ
、
書
道
に
あ
れ
、
将
又
古
典
に
あ
れ
、
夫
々
そ
の
道
の
纏
奥
を
極
め
ら
れ
た
の

で
、
私
共
の
最
も
感
銘
深
く
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。
」
（
同
書
一
八
七
頁
）
と
記
し

て
い
ら
れ
る
が
、
た
し
か
に
古
典
文
学
を
素
材
に
詠
ま
れ
た
歌
も
か
な
り
多
い
。

　
今
、
試
み
に
前
記
四
歌
集
（
約
二
千
首
）
の
中
か
ら
調
べ
て
み
る
と
、

古
事
記

万
葉
集

土
左
日
記

枕
冊
子

源
氏
物
語

和
泉
式
部

藤
原
俊
成

平
治
物
語

平
家
物
語

徒
然
草

謡湖
月
抄

小
沢
芦
庵

　
一
首

　
三
首

　
一
首

十
一
首

　
十
首

　
一
首

　
二
首

　
一
首

　
三
首

　
一
首

　
　
　
　
曲
（
道
成
寺
、
卒
都
婆
小
町
、
鉢
木
安
宅
、
松
風
、
郎
邸
、
紅
葉
狩
な
ど
）
＋
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
首

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
他
に
「
絵
巻
物
直
衣
の
人
の
立
筒
り
て
御
簾
に
物
い
ふ
花
薄

か
な
」
（
「
土
量
」
）
と
い
う
よ
う
奎
朝
鳶
雰
囲
気
を
詠
ま
れ
た
も
の
・
時
代
祭

行
列
の
清
少
納
言
と
紫
式
部
と
を
詠
ま
れ
た
も
の
な
ど
も
か
な
り
あ
る
。
右
に
挙

げ
た
中
で
は
や
は
り
枕
冊
子
に
関
す
る
も
の
が
、
源
氏
物
語
と
と
も
に
多
く
、
額

五
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松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

賀
氏
が
「
清
女
と
は
相
思
の
関
係
今
も
継
続
し
て
居
る
事
実
」
と
評
さ
れ
る
所
以

で
あ
ろ
発
、
そ
れ
も
＋
零
墨
＋
首
ま
で
も
が
、
高
枕
草
子
精
善
執
筆
の
・

ろ
の
詠
を
集
め
た
「
北
白
河
」
所
収
の
も
の
で
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
興

味
深
い
。
次
に
そ
の
十
一
首
を
挙
げ
る
と
、

　
　
　
　
梅
　
　
（
春
）

一二三四五六七八九

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん

歯
切
れ
よ
く
清
少
納
言
断
じ
け
り
「
濃
き
も
淡
き
も
梅
は
紅
梅
」

　
　
時
鳥
（
夏
）

　
　
　
　
く
た
　
　
　
　
　
　
　
た

時
鳥
仲
忠
腐
す
人
は
誰
そ
と
柳
眉
け
は
し
き
清
少
納
言

　
　
簑
虫
（
秋
）

鬼
の
子
と
い
ふ
は
あ
や
ま
り
簑
虫
は
案
山
子
の
子
な
り
誰
も
知
ら
ね
ど

　
　
鴛
驚
（
冬
）

　
　
　
　
　
か

画
に
か
き
て
描
き
ま
さ
る
も
の
一
つ
あ
り
鴛
鴛
の
剣
羽
光
琳
の
筆

　
　
雪

鼻
白
み
な
が
ら
も
ね
た
く
い
ひ
消
ち
し
人
な
か
り
き
や
雪
の
玉
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
少
納
言
）

雪
の
毒
筆
の
ひ
か
り
に
輝
き
て
千
歳
の
後
も
人
の
目
を
射
る
（
全
上
　
）

　
　
犬
　
　
（
雑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
き
な
ま
ろ

御
鏡
を
持
つ
手
忘
れ
て
及
び
腰
「
さ
は
乙
丸
」
尾
ふ
り
首
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
少
納
言
）

　
　
馬

あ
を
う
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ね
り
　
　
　
　
お
し
ろ
い

白
馬
の
顔
よ
り
長
き
舎
人
に
て
白
粉
剥
げ
し
大
庭
の
雪
　
（
清
少
納
言
）

　
　
鼻

　
し
り
が
ひ
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る

牛
車
鰍
の
香
ま
で
聞
き
知
り
て
鋭
ど
か
り
け
り
筆
も
小
鼻
も
（
清
少
納
言
）

六

　
　
　
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
へ
か
さ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
を
と
つ
ひ

　
　
　
　
　
　
き
の
ふ

一
〇
忘
れ
，
て
は
昨
日
一
．
昨
日
今
日
の
香
と
た
ど
る
も
を
か
し
単
襲
に
（
清
少
納
言
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
融
北
白
河
」
所
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

　
　
　
猫
、

一
一
文
学
史
す
ぐ
れ
た
る
猫
二
つ
あ
り
枕
の
猫
と
漱
石
の
猫
（
昭
和
四
十
五
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
逢
坂
山
」
所
収

の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
注
六

　
一
は
三
十
五
段
　
木
の
の
花
は
の
冒
頭
の
「
、
梅
の
こ
く
も
う
す
く
も
紅
梅
」
（
能

図
本
・
春
曙
抄
も
同
じ
）
に
よ
ら
れ
た
も
の
。
　
「
繍
枕
草
子
精
義
」
で
は
「
梅
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不

こ
　
　
　
　
う
す

濃
き
も
淡
き
も
紅
梅
」
と
校
訂
し
て
お
ら
れ
る
。
（
三
巻
本
は
「
こ
き
も
う
す
き

も
こ
う
は
い
」
）
二
は
二
百
十
二
段
賀
茂
へ
ま
み
る
道
に
の
「
仲
忠
が
童
生
ひ
い

ひ
お
と
す
人
と
、
ほ
ど
と
ぎ
す
、
鶯
に
お
と
る
と
い
ふ
人
こ
そ
い
と
つ
ら
う
に
く

け
れ
」
に
よ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
つ
い
て
は
鳥
の
段
（
三
十

九
段
）
や
五
月
御
精
進
の
ほ
ど
の
段
（
九
十
五
段
）
、
仲
忠
に
つ
い
て
は
、
か
へ

る
年
の
の
段
（
七
十
九
段
）
の
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
三
は
、

虫
は
の
段
（
四
十
一
段
）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
四
は
描
き
ま
さ
り
す
る
も

の
（
百
十
三
段
）
の
影
響
作
品
で
あ
ろ
う
か
。
五
は
香
櫨
峰
の
雪
の
段
（
二
百
八
十

二
段
）
、
⊥
ハ
は
雪
の
山
の
段
（
八
十
三
段
）
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
清
少
納
言
賛
歌

と
も
い
え
そ
う
な
作
品
で
あ
る
。
七
は
七
段
の
翁
丸
の
条
の
、
「
御
鏡
う
ち
置
き

て
『
さ
は
、
翁
丸
か
一
と
い
ふ
に
、
ひ
れ
伏
し
て
い
み
じ
う
な
く
」
に
よ
っ
た
も

の
で
あ
り
、
実
に
巧
み
な
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
八
は
、
正
月
一
日

　
　
　
　
　
あ
お
う
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ね
り

は
（
三
段
）
の
白
馬
の
節
会
の
条
の
「
舎
人
の
弓
ど
も
取
り
て
馬
ど
も
お
ど
ろ
か

し
笑
ふ
を
は
っ
か
に
見
入
れ
た
ば
」
や
「
舎
人
の
か
ほ
の
衣
も
あ
ら
は
れ
、
ま
こ

1　1・7



諭
講
、

誤
嚥
幅撫誠黛

翼
、
愈
言
忌

鎌難
鰯
．灘
欝
難
鰹霧

　
　
簿

襲

鞍懸
の原1「新稿枕草子精義」

薬
灘
麗

朧
鱗

灘
難国

難雛
噌罫欝t／：

蹴継
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松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

と
に
黒
き
に
白
き
も
の
行
き
つ
か
ぬ
と
こ
ろ
は
雪
の
む
ら
む
ら
消
え
残
り
た
る
こ

こ
ち
し
て
云
々
」
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
九
は
、
い
み
じ
う
暑
き
こ
ろ
（
三
百

　
　
　
　
　
う
し
　
　
し
ウ
が
い
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

十
段
）
の
「
牛
の
鰍
の
香
の
、
な
ほ
あ
や
し
う
嗅
ぎ
知
ら
ぬ
も
の
な
れ
ど
、
を
か

し
き
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
」
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
清
少
納
言
の
嗅
覚

の
鋭
敏
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
二
百
九
段
（
蓬
の
香
）
、
二
百
十
五
段
（
新
た
く
香
）
、

二
百
十
六
段
目
菖
蒲
の
香
）
、
二
百
十
七
段
（
薫
物
の
香
）
な
ど
に
も
見
え
る
が
、

当
然
こ
れ
ら
の
こ
と
も
煙
く
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
筆
鋒
の
鋭
い
こ
と
、

自
我
意
識
の
強
い
こ
と
も
指
し
て
い
よ
う
。
十
は
二
百
十
七
段
の
「
よ
く
た
き
し

　
　
　
た
き
も
の
　
　
　
　

を
と
と
ひ
　
け
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

め
た
る
薫
物
の
、
昨
日
、
一
昨
日
、
今
日
な
ど
は
忘
れ
た
る
に
、
引
き
あ
け
た
る

　
　
け
ぶ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

に
、
煙
の
残
り
た
る
は
、
た
だ
い
ま
の
香
よ
り
も
め
で
た
し
。
」
に
よ
る
も
の
。

十
一
の
猫
は
、
や
は
り
翁
丸
の
段
（
七
段
）
に
出
て
く
る
一
条
天
皇
に
か
わ
い
が

ら
れ
た
「
う
へ
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
言
は
か
う
ぶ
り
に
て
命
婦
の
お
と
ど
と
て
い
み
じ

う
を
か
し
げ
れ
ば
」
の
猫
の
・
と
で
あ
ろ
兎
繍
枕
享
精
義
し
で
は
「
命
婦

の
お
も
と
」
の
本
文
に
よ
り
、
「
猫
に
つ
い
て
は
源
氏
物
語
に
も
面
白
い
記
事
の

あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
（
筆
者
云
、
若
菜
の
巻
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）

猫
と
文
学
、
漱
石
先
生
の
猫
を
ま
つ
ま
で
も
な
い
。
国
文
学
と
の
因
縁
は
深
い
。
」

　
　
　
注
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
へ

と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
五
十
段
に
は
「
猫
は
、
上
の
か
ぎ
り
黒
く
て
、
揮
い
と
白

き
。
［
と
あ
る
。

三

　
さ
て
次
に
、
翁
の
畢
生
の
お
仕
事
で
あ
っ
た
枕
冊
子
の
注
釈
1
「
枕
草
紙
詳
解

の
大
改
修
」
1
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

八

翁
の
遺
さ
れ
た
原
稿
に
、
前
に
も
少
し
触
れ
た
、
繍
枕
草
子
精
義
L
三
＋
六

冊
、
（
千
八
百
四
十
四
枚
）
1
翁
の
記
し
て
お
か
れ
た
枚
数
に
よ
る
一
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
冊
か
ら
五
冊
ま
で
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
、
六
冊

か
ら
三
十
五
冊
と
解
説
一
冊
と
は
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
記
さ
れ
た
、
枕
冊
子
の

全
注
釈
で
、
先
斗
の
三
皇
白
河
」
の
あ
と
が
き
に
、
「
旧
著
『
枕
草
紙
詳
蟹

の
大
改
修
を
思
ひ
た
ち
ま
し
て
、
已
に
稿
を
改
め
る
こ
と
三
回
、
意
に
満
ち
ま

せ
ん
。
ロ
バ
今
第
四
稿
執
筆
中
で
あ
り
ま
す
が
、
命
の
あ
る
中
に
出
来
る
か
ど
う
か

頗
る
怪
し
い
も
の
で
す
が
筆
を
続
け
て
を
り
ま
す
。
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
原
稿

（
第
三
稿
以
後
の
も
の
）
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
。
い
ず
れ
も
仮
綴
で
は
あ

る
が
、
表
紙
に
は
中
央
に
金
工
草
子
精
義
篁
（
～
三
＋
五
）
L
（
た
だ
し
、
第

一
冊
目
の
み
「
松
平
讐
世
尊
電
子
精
義
蚤
冊
」
と
あ
る
）
と
書
か
れ
、
右

側
に
年
月
日
、
左
側
下
寄
り
に
、
「
自
一
頁
至
五
十
四
頁
」
「
祭
の
頃
ぞ
マ
デ
」
な

ど
と
あ
っ
て
、
本
文
は
ペ
ン
書
き
で
記
さ
れ
、
数
回
の
推
敲
に
よ
る
訂
正
書
入
が

ペ
ン
や
墨
筆
・
朱
筆
で
施
さ
れ
て
い
る
。
以
下
肥
土
の
収
載
段
と
原
稿
枚
数
を
記

す
と
、第

一
冊

第
一
冊

第
二

　
緒
言
・
解
説

　
表
紙
一
枚
、
挿
絵
目
次
一
枚
、
本
文
八
十
八
枚
（
二
〇
〇
字
詰
）

　
第
一
段
　
春
は
曙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
紙
　
　
　
一
枚

［
第
三
既
正
暑
は
　
　
本
文
五
＋
九
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
第
五
ま
で
四
〇
〇
字
詰
）

　
第
四
段
こ
と
く
な
る
も
の
　
　
　
　
表
紙
　
　
一
枚

〔
第
三
走
さ
童
舞
　
本
文
六
‡
枚
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第第第第六五四三
第
七

第
八

第
九

第
十

第
十
一

第
十
二

第
十
三

［
鞭
ド
正
湖
臨
が
蒲
鶴

［
綿
二
評
つ
難
じ
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
す
さ
ま
じ
き
も
の
の
余
釈

［
響
蕪

　
　
　
　
　
　
　
に
く
き
も
の

［綿

O
鹸

　
　
　
　
　
　
　
説
教
師
は
顔
よ
き

　
　
　
　
　
　
　
菩
提
と
い
ふ
寺
に

［
讐
簸

　
　
　
　
　
　
　
小
白
河
と
い
ふ
所
は

［
攣
麺
池
は

［聯

O四

�
X

［
馨
熱
幹
り
っ
か
さ
こ
そ

　
第
四
十
六
段

［
鷲
彪
段
た
と
し
へ
な
き
も
の

［
聾
M
熱 小

一
条
院
を
ば
今
内
裏
と
そ
い
ふ
表
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
二
〇
〇
字
詰
）

職
の
御
曹
司
の
立
蔀
の
も
と
に
て

殿
上
の
名
対
面
こ
そ

忍
び
た
る
所
に
て
は

御
仏
名
の
あ
し
た

松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

本表本四本て本表本表本ば本表下本ふ本表本表本表
文紙文紙文　文紙一紙文　文紙二文　文紙文言文紙
　　　　　表　　　　　表　　○　表
八九五紙八　 六早言〇八紙四　 五

十　 十　十　十　六　 十　十　 字十　十　 五　十
一一 O一四一三一十一ニー一一詰ニー八一十一四一
枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚）枚枚枚枚枚枚枚枚

第
十

五

第
十
四

第
十
⊥
ハ

第
十
七

第
十
八

第
十
九

第
廿

零
下
一

第
廿
二

第
三
三

　
第
七
十
段
　
頭
中
将
の
ぞ
、
う
な
る
そ
ら
言
を
聞
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
紙
　
一
枚
本
文
六
十
一
枚

　
第
七
十
一
段
　
か
へ
る
年
の
二
月
廿
五
日
に
　
表
紙
　
　
　
一
枚

　
　
　
　
～

　
第
七
十
四
段
　
さ
て
そ
の
左
衛
門
の
陣
に
い
き
て
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
　
九
十
三
枚

　
第
七
十
五
段
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
頃
表
紙
　

一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
　
　
百
枚

［
鷲
蕪
嚢
腫
せ
給
ふ
に
蕪
灘

［
響
巌
鐸
羅
曜
の
御
琴
を
購
八
臨

第
八
＋
六
段
五
月
の
御
精
進
の
程
　
表
紙
　
一
枚
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
　
九
十
七
枚

［聯

T
段
淑
難
灘
野
鶴
雛
二
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
　
百
十
四
枚

　
第
九
十
一
段
　
殿
上
よ
り
、
梅
の
花
の
皆
散
り
た
る
枝
を

［
～
　
　
　
　
表
紙
　
表

　
第
百
三
段
　
正
月
寺
に
籠
り
た
る
は
　
　
　
　
本
文
　
一
二
七
枚

［
鞭
野
わ
慕
篇
瓢
し
と
て
回
報
三
百
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ

［
舘
贔
糞
蝿
黙
る
山
．
位
の
蚕
紙
百
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



第
三
四

三
三
五

第
三
六

第
廿
七

二
亡
八

第
十
九

第
三
十

第
計
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
紙
　
　
　
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隻
六
を
日
一
日
打
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
　
百
十
八
枚

［
鑓
錐
嚢
鶴
鵬
も
の
蕪
八
＋
飯

　
第
百
四
十
三
段
　
宰
相
中
将
斉
信
、
宣
方
の
中
将
と
参
り
給
へ
る

［
第
百
五
が
段
奴
の
ひ
と
り
す
む
家
な
ど
は
蕪
九
＋
藪

［
舘
無
段
宮
遷
羅
籍
頃
職
焔
百
＋
鰍

［
類
蟻
蚕
礫
、
も
の
蕪
百
飯

［
攣
欝
段
青
く
た
き
し
め
た
る
薫
物
の
型
紙
九
三
認

［牌

b
毒
六
下
は
御
前
に
人
々
警
物
言
る
ら
叛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
に
も
　
　
　
　
　
　
本
文
　
百
三
十
枚

　
第
二
百
三
十
七
段
　
関
白
殿
、
二
月
二
十
日
の
程
に
、
法
下
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
積
善
寺
と
い
ふ
御
堂
に
て
　
表
紙
　
　
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
百
四
十
一
枚

　
第
二
百
三
十
八
段
た
ふ
と
き
も
の
　
　
　
表
紙
　
　
一
枚

　
　
　
　
～

　
第
二
百
五
十
三
段
　
常
に
文
お
こ
す
る
人
の
　
本
文
　
八
十
八
枚

　
松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

［
動
静
づ
融
察
麓
鋼

第
世
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6

墾
［
騨
馬
鞭
懇
飲
穀
劾
女
な
鎌
誉
め
㌃
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
・
八
十
八
枚

舘
［
籟
顛
議
鞭
騎
譜
物
語
鎌
七
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
　
九
十
二
枚

　
　
　
　
　
　
第
二
百
九
十
三
段
　
あ
る
所
に
何
の
君
と
か
や
い
ひ
け
る
人
の
許

第
淵
五
［
～
　
に
　
　
表
紙
籏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
中
将
の
い
ま
だ
伊
勢
守
と
聞
え
し
時

　
　
　
　
　
　
第
三
百
一
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
　
八
十
六
枚

の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
本
文
注
釈
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
の
部
分
が
二
百
七
十
八

枚
、
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
の
部
分
が
二
千
八
百
十
七
枚
（
四
百
字
詰
と
し
て
計
算

す
る
と
千
四
百
九
枚
）
、
緒
言
・
解
説
の
部
分
が
二
百
字
詰
で
八
十
九
枚
（
四
百

字
詰
と
す
る
と
四
十
五
枚
）
、
合
計
四
百
字
詰
と
し
て
、
千
七
百
三
十
二
枚
に
及

ぶ
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
以
外
に
目
録
、
索
引
、
系
図
年
表
等
も
予
定
さ
れ

て
い
る
ら
し
く
、
先
回
千
八
百
四
十
四
枚
と
翁
が
記
し
て
お
ら
れ
た
の
は
そ
れ
ら

を
含
め
て
の
枚
数
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
次
に
、
緒
言
・
解
説
の
と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
意
図
そ
の
他
を
、
翁
が
詳
述

し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
紹
介
し
た
い
。

　
「
詳
解
」
下
編
の
あ
と
が
き
に
、
「
な
ほ
こ
の
註
釈
に
つ
き
て
、
く
り
か
へ
し
行

く
に
、
案
外
な
る
訟
り
を
見
出
し
、
ま
た
解
き
お
と
し
、
い
ひ
ひ
が
め
し
た
る

処
、
甚
だ
多
く
し
て
、
斯
道
の
罪
を
得
た
る
事
甚
だ
大
な
る
を
恐
る
。
こ
れ
等
は

版
を
改
む
る
毎
に
追
々
に
改
め
ん
と
思
ふ
を
。
（
中
略
）
お
の
れ
他
日
ま
た
参
考
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枕
草
紙
を
も
の
せ
ん
と
の
念
あ
り
。
今
よ
り
そ
の
研
究
に
従
へ
り
。
」
（
同
書
三
六

一
頁
）
と
あ
っ
て
、
「
参
考
枕
草
紙
」
と
い
う
新
．
し
い
著
述
を
考
え
て
お
ら
れ
た

よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
「
殿
舎
の
事
。
装
束
の
事
な
ど
、
（
中
略
）
必
ず
附
録
と
し

て
出
す
べ
し
。
」
と
も
あ
っ
て
、
詳
解
首
巻
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
も
、
計
画
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
遂
に
出
な
か
っ
た
。
「
精
義
」
の
緒
言
と

い
う
の
は
、
四
百
字
詰
十
二
枚
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
到
底
こ
こ
に
全
文
を

引
用
で
き
な
い
が
、
以
下
か
．
い
つ
ま
ん
で
記
す
と
「
早
速
に
増
訂
を
施
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
思
ひ
な
が
ら
、
そ
の
機
会
と
余
裕
と
を
得
ず
、
報
身
五
十
年
魚
に
今
日
に

至
っ
た
」
と
し
て
、
武
藤
元
信
の
「
通
釈
」
以
下
「
詳
解
」
以
降
に
出
た
主
要
注

釈
書
の
名
を
挙
げ
、
「
詳
解
は
、
全
釈
の
魁
で
、
最
も
夙
く
学
界
の
注
目
を
引
い

た
も
の
で
は
あ
る
が
、
何
分
に
も
古
い
。
何
等
の
補
正
を
も
加
へ
て
る
な
い
。
従

っ
て
詳
解
以
後
注
釈
書
の
出
る
ご
と
に
、
、
必
ず
そ
の
誤
謬
、
粗
漏
の
点
が
指
摘
さ

れ
る
。
属
目
さ
れ
る
光
栄
は
あ
り
が
た
い
が
、
応
酬
す
る
こ
と
の
出
来
ぬ
苦
痛
は

た
と
へ
難
い
も
の
が
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
、
「
昭
和
二
十
三
年
（
中
略
）
神
職
を

辞
す
る
こ
と
、
な
っ
た
の
で
、
こ
＼
に
そ
の
余
生
を
、
専
ら
枕
草
子
注
釈
に
捧
げ

む
も
の
と
決
意
し
、
爾
来
拮
据
、
稿
を
憾
む
こ
と
四
回
漸
く
こ
の
精
義
を
完
結
す

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
程
は
た
罫
『
詳
解
』
の
補
正
に
止
ま
る
程

度
で
着
手
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
筆
を
進
め
て
見
る
と
、
到
抵
満
足
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
そ
こ
で
全
然
詳
解
を
離
れ
て
、
新
な
る
構
想
の
下
に
、
全
く
の
別
著

と
し
世
に
と
ふ
こ
と
＼
し
た
の
で
あ
る
。
乃
ち
詳
解
の
誤
を
正
す
と
共
に
詳
解
後

の
諸
家
の
新
研
究
を
も
広
く
取
り
入
れ
、
更
に
徳
川
時
代
先
賢
の
諸
注
を
再
検
討

し
、
貧
弱
な
が
ら
も
五
十
年
間
の
考
究
を
傾
注
し
、
新
古
の
精
を
蒐
め
た
と
い
ふ

積
で
繍
枕
草
子
精
義
』
の
名
を
冠
し
た
次
第
で
あ
る
」
（
「
精
義
」
緒
言
・
解
説

松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

八
～
九
頁
）
．
と
、
あ
っ
て
相
当
な
意
欲
を
盛
っ
た
著
述
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
の

で
あ
る
。
諸
夏
の
紹
介
が
記
さ
れ
て
い
る
中
に
、
関
根
正
直
博
士
の
「
集
註
」
の
ご

と
が
あ
る
が
「
こ
の
書
（
集
註
）
の
第
一
稿
は
、
実
に
明
治
三
十
二
年
に
出
来
上
っ

て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
自
分
（
松
平
翁
）
は
詳
解
起
稿
の
為
、
屡
々
先
生

の
お
宅
に
伺
っ
て
御
指
導
を
仰
い
で
み
た
の
で
あ
る
が
、
一
日
先
生
の
い
は
れ
る

に
は
、
実
は
自
分
の
著
述
も
已
に
出
来
上
っ
て
、
何
時
で
も
出
版
者
の
手
に
渡
さ

れ
る
様
に
な
っ
て
み
る
の
だ
が
、
今
こ
れ
を
出
し
て
は
、
何
だ
か
若
い
君
と
競
争

す
る
や
う
に
も
感
ぜ
ら
れ
て
面
白
く
な
い
。
自
分
の
も
の
は
い
つ
で
も
世
に
出
せ

る
の
だ
か
ら
、
こ
の
際
は
差
控
へ
て
お
く
。
ど
う
か
君
の
を
一
日
も
早
く
出
版
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

る
や
う
に
精
々
奮
発
し
て
く
れ
と
の
御
言
で
あ
る
。
自
分
は
た
y
感
泣
し
て
御
恩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
み
べ
ん

情
を
拝
謝
し
、
文
字
の
如
く
日
夜
韻
勉
、
脱
稿
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
」
と
し
、

「
詳
解
の
世
に
出
た
因
縁
と
し
て
、
永
久
に
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
恩
恵
」
で
あ
り
、

そ
の
後
も
「
幾
度
と
な
く
、
詳
解
補
正
に
つ
い
て
懲
悪
鞭
健
を
賜
っ
た
」
（
「
精

義
」
緒
言
、
解
説
四
～
五
頁
）
と
記
し
て
お
ら
れ
る
が
、
お
二
人
と
も
故
人
と
な

ら
れ
た
今
日
、
こ
の
美
し
い
師
弟
関
係
を
、
一
言
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
も
よ

か
ろ
う
と
思
う
。
ち
な
み
に
関
根
博
士
は
昭
和
六
年
二
月
刊
の
「
枕
草
子
集
註
」

の
例
言
で
少
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
お
ら
れ
る
が
、
合
せ
て
読
ん
で
見
て

も
興
味
深
い
。

　
次
に
本
書
の
執
筆
態
度
と
し
て
、
「
本
文
」
、
「
語
釈
－
…
、
「
通
釈
｛
「
荘
重
」
「
釈
」

の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
「
底
本
を
春
曙
抄
に
お
い
」
て
「
た
ゴ
明
な

る
誤
と
か
、
他
本
の
方
が
著
し
く
、
原
作
者
の
趣
意
に
近
か
ら
う
と
認
め
る
も
の

は
、
そ
れ
を
採
っ
て
修
訂
し
た
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
今
日
か
ら
見
れ
ば
問
題

が
あ
ろ
う
が
、
昭
和
二
十
四
五
年
と
い
う
時
点
に
立
っ
て
見
る
時
、
「
校
本
枕
冊

一

112



松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

子
」
も
出
て
い
な
か
っ
た
当
時
で
あ
る
か
ら
止
む
を
え
な
か
っ
た
と
も
い
え
よ

う
。
「
語
釈
」
は
「
出
来
得
る
限
り
詳
密
を
期
し
、
新
古
諸
説
の
取
る
べ
き
は
成

る
べ
く
広
く
網
羅
し
、
自
家
の
臆
説
を
も
精
記
し
て
大
方
の
教
を
仰
」
こ
う
と

し
、
「
通
釈
」
は
「
逐
字
的
、
直
訳
的
で
は
な
く
、
語
釈
と
相
侯
っ
て
、
一
段
の

主
旨
を
明
に
せ
む
こ
と
を
期
し
た
も
の
で
、
そ
の
為
相
当
語
を
補
っ
た
り
、
本
文

の
語
位
を
転
換
し
た
り
、
可
な
り
自
由
な
態
度
を
取
っ
た
」
と
あ
っ
て
、
意
訳
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
次
に
「
余
釈
」
と
し
て
、
「
語
釈
、
通
釈
以
外

に
な
ほ
い
ひ
た
い
こ
と
が
あ
る
場
合
、
」
「
所
謂
評
釈
と
か
批
評
と
か
い
ふ
も
の
に

該
当
す
る
が
、
あ
ま
り
広
汎
に
亘
っ
て
文
化
史
の
講
義
に
な
る
様
な
こ
と
は
避
け

て
、
努
め
て
枕
草
子
本
文
に
直
接
し
た
、
批
評
や
余
寒
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
「
釈
」
は
、
　
「
一
段
ご
と
に
仮
し
も
、
こ
の
三
項
（
語
釈
、
通

釈
、
余
釈
）
を
具
備
す
る
必
用
を
見
な
い
」
場
合
、
「
語
釈
し
つ
＼
も
通
釈
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
せ
い

説
」
い
た
り
、
「
語
釈
し
つ
、
も
、
こ
と
に
注
意
す
べ
き
語
句
を
特
に
提
揖
し
た

り
、
一
句
一
句
の
妙
味
を
そ
こ
で
批
評
」
し
た
り
す
る
た
め
に
設
け
た
と
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
枕
冊
子
の
研
究
が
近
年
非
常
な
進
歩
を
見
た
こ
と
に
触
れ
、
「
本
文

批
評
の
如
き
真
に
隔
世
の
感
が
あ
る
」
と
し
、
反
面
、
有
職
故
実
の
方
面
は
進
歩

が
遅
い
と
し
て
、
「
有
職
と
音
楽
と
に
聾
で
盲
で
は
」
王
朝
文
学
の
研
究
に
大
き

な
支
障
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
も
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
古
く
は
関
根
博
士
の

有
職
故
実
、
風
俗
、
服
装
方
面
の
研
究
、
近
く
は
池
田
亀
鑑
博
士
の
「
平
安
時
代

の
文
学
と
生
活
」
、
中
村
義
雄
氏
の
「
王
朝
の
風
俗
と
文
学
」
な
ど
で
代
表
さ
れ

る
そ
の
方
面
の
研
究
は
今
後
も
さ
ら
に
推
進
さ
れ
ね
ば
ら
ぬ
分
野
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
緒
言
の
日
付
は
昭
和
二
十
五
年
四
月
廿
七
日
と
あ
っ
て
、
文
中
に
は
昭
和

二
十
三
年
六
月
頃
か
ら
執
筆
を
始
め
た
由
、
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
往
の
注
釈

一
二

の
稿
を
終
え
て
か
ら
、
緒
言
が
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
次
に
解
説
の
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
詳
解
の
通
解
（
解
説
）
ほ
ど
長

く
な
く
、
内
容
も
や
や
啓
蒙
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

㈲四⇔（⇒←う
の
各
章
か
ら
成
り
、

詰
原
稿
用
紙
に
な
お
し
て
、

　
こ
の
中
で
一

文
を
あ
げ
て
、

か
と
し

目
に
見
え
云
々
」

か
わ
か
ら
な
い
が
ま
た
別
の
時
に
書
い
た
も
の
、

聞
え
し
時
云
々
」

な
い
か
と
い
ふ
説
も
あ
る
が
、

い
る
。

内
大
臣
に
な
っ
て
長
徳
二
年
四
月
ま
で
つ
冥
く
、

に
冊
子
を
賜
っ
た
と
す
れ
ば
、

は
相
当
出
来
上
っ
た
と
想
像
し
て
も
よ
か
ら
う
。

作
　
　
者

書
　
　
名

器
草
子
の
成
立

枕
草
子
の
注
釈

枕
草
子
の
内
容

枕
草
子
と
中
宮
定
子
の
御
上

清
少
納
言
の
経
歴

　
　
　
　
　
末
尾
に
簡
単
な
清
原
氏
系
図
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
四
百
字

　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
三
枚
の
分
量
で
あ
る
。

　
　
　
、
二
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
国
の
成
立
に
関
し
て
は
、
践
文
の
訳

　
　
　
「
物
ぐ
ら
う
な
り
て
云
々
」
を
第
一
稿
の
践
文
の
断
片
で
は
な
い

（
以
下
「
精
義
」
第
計
五
の
注
釈
を
も
参
考
し
て
記
す
）
、
「
こ
の
草
子
、

　
　
　
　
を
第
二
稿
の
践
文
、
「
宮
の
お
前
に
云
々
」
第
三
稿
か
第
四
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
左
中
将
の
い
ま
だ
伊
勢
守
と

　
　
　
　
も
、
第
二
稿
か
の
七
並
で
あ
る
と
し
、
い
ず
れ
も
、
「
偽
作
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
で
は
な
し
に
や
は
り
自
作
だ
ら
う
」
と
し
て

さ
ら
に
自
軍
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
「
伊
仙
は
正
暦
五
年
八
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
最
も
早
い
所
で
正
暦
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
か
ら
直
に
書
き
は
じ
め
て
、
長
徳
二
年
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）
出
来
上
っ
た
分
は
中
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宮
の
御
覧
に
入
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
誤
は
な
か
ろ
う
。
す
る
と
そ
の
辺
か
ら
も

宮
廷
の
中
に
は
広
が
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
自
然
で
あ
ら
う
。
好
評
を
博
し

て
、
猶
も
書
き
つ
ゴ
け
る
、
第
二
稿
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
め
第
二
稿
に
附
記

し
た
の
が
、
前
記
践
文
（
「
こ
の
草
子
…
…
も
り
出
で
に
け
り
」
を
さ
す
）
で
あ

ら
う
。
世
の
中
に
も
れ
た
と
い
ふ
こ
と
を
書
い
て
あ
る
か
ら
、
第
一
稿
に
か
け
る

駿
文
で
な
い
こ
と
は
明
で
あ
る
。
か
く
し
て
長
徳
二
年
置
年
四
年
と
書
き
つ
が
れ

る
。
そ
の
都
度
都
度
中
宮
に
は
御
覧
に
入
れ
た
も
の
と
想
像
す
る
。
か
く
て
長
保

元
年
、
二
年
と
な
る
が
、
草
子
中
の
史
実
に
関
す
る
記
事
は
こ
の
長
保
二
年
六
月

頃
ま
で
散
見
す
る
様
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
年
の
十
二
月
に
は
中
宮
は
御
産
で
崩

御
に
な
る
。
史
実
関
係
の
記
事
も
そ
の
後
は
無
論
見
え
な
い
。
要
す
る
に
こ
の
枕

草
子
も
中
宮
崩
御
の
年
を
以
て
史
実
は
記
さ
れ
な
く
な
っ
て
を
る
の
が
事
実
で
あ

る
。
た
ゴ
長
保
二
年
の
記
と
錐
も
、
必
ず
し
も
そ
の
時
直
に
記
さ
れ
た
も
の
で
な

く
、
二
年
以
後
、
即
中
宮
崩
御
後
書
か
れ
た
も
の
も
あ
ら
う
が
、
事
件
が
二
年
で

畢
っ
て
み
る
と
い
ふ
点
が
、
枕
草
子
の
運
命
と
、
中
宮
の
御
生
涯
と
の
間
に
深
い

因
縁
が
あ
る
も
の
と
観
ぜ
ら
れ
る
。
」
と
し
「
正
暦
五
年
、
長
徳
元
年
頃
か
ら
起

稿
さ
れ
て
年
々
継
続
さ
れ
た
も
の
、
そ
う
し
て
中
宮
崩
御
ま
で
書
き
継
が
れ
つ

、
、
幾
度
と
な
く
補
正
さ
れ
た
も
の
と
見
た
い
の
で
あ
る
。
寛
弘
年
代
に
な
っ
て

の
筆
か
と
見
ら
れ
る
も
の
も
一
、
二
あ
る
様
だ
が
、
或
は
そ
の
頃
ま
で
折
に
触
れ

て
正
さ
れ
も
し
、
追
加
さ
れ
も
し
た
の
で
な
い
か
。
」
（
「
精
義
」
解
説
四
一
頁
）

と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
成
立
論
に
お
い
て
、
原
隊
の
嚴
文
の
意
味
が
難
解
不
通
の

箇
所
が
多
い
所
か
ら
、
自
践
で
は
あ
る
が
、
後
人
が
「
幾
つ
か
の
断
片
を
綴
合
補

修
し
て
一
篇
の
如
く
仕
立
て
た
も
の
と
推
定
」
（
「
精
義
」
第
三
十
五
、
二
七
八

七
頁
）
し
て
、
枕
冊
子
の
成
立
も
、
数
回
に
わ
た
っ
て
書
き
つ
が
れ
、
そ
の
度

松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

に
、
祓
文
が
そ
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
多
元
成
立
説
と
も

い
う
べ
き
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
枕
草
子
の
形
態
的
浮
動
性
に
つ
い
て
は
楠
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
八

隆
教
授
に
も
下
説
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
松
平
翁
の
こ
の
説
も
、
論
証
に
ま
だ

十
分
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
の
内
容
で
は
、
池
田
亀
鑑
博
士
が
示
さ
れ
た
五
分
類
す
な
わ
ち
、
ω
天
然
自

然
の
現
象
又
は
客
観
物
に
関
す
る
も
の
（
i
は
）
②
主
観
的
な
精
神
内
容
に
関

す
る
も
の
（
　
も
の
）
個
四
季
の
情
趣
に
関
す
る
も
の
㈲
自
然
又
は
人
生
の
感

想
に
関
す
る
も
の
⑤
日
記
・
紀
行
等
に
関
す
る
も
の
、
に
も
と
づ
い
て
、
ω
は
歌

枕
的
、
②
は
ω
と
併
せ
て
「
枕
草
子
の
特
別
な
る
様
式
を
示
し
た
も
の
で
、
興
味

深
い
も
の
が
豊
富
に
盛
ら
れ
て
」
い
、
㈹
凶
も
「
情
趣
ゆ
た
か
に
、
人
生
の
妙
味

を
把
捉
し
た
も
の
が
多
く
、
こ
と
に
目
に
つ
く
の
は
、
そ
の
短
篇
に
お
い
て
、
電

光
の
如
く
、
作
者
の
面
目
を
瞥
見
せ
し
む
る
も
の
が
少
く
な
い
」
（
「
精
義
」
解
　
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

説
五
三
～
五
四
頁
と
し
な
が
ら
も
、
⑤
の
日
的
な
所
謂
史
実
の
文
を
、
「
十
分
力

の
入
っ
た
も
の
が
多
く
、
就
中
最
も
光
彩
を
放
っ
て
い
る
」
と
し
、
こ
れ
こ
そ

「
枕
草
子
の
本
幹
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
㈹
の
清
少
納
言
の
経
歴
に
関
し
て
は
、
橘
則
光
の
こ
と
を
、
「
，
義
兄
と
い
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九

た
修
理
助
潜
門
」
と
い
う
ふ
う
に
み
て
、
「
精
義
」
第
十
五
の
注
釈
中
に
も
、
「
い

も
せ
と
い
っ
て
も
妹
夫
で
な
く
て
三
兄
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
の
は
「
詳
解
」
以

来
の
旧
説
に
よ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
初
宮
仕
に
関

し
て
は
、
　
「
詳
解
」
に
は
そ
の
年
代
を
何
年
と
み
る
か
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
＋

が
、
「
精
義
」
第
廿
七
の
注
釈
に
は
「
ま
つ
正
暦
三
年
冬
位
と
見
た
ら
、
大
し
て

誤
は
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
主
上
御
年
十
三
、
中
宮
十
七
、
伊
周
十
九
、
清
女
の
年

は
分
ら
な
い
。
廿
四
五
、
（
六
、
七
）
位
の
所
だ
ら
う
か
」
と
あ
っ
て
、
正
暦
三

＝
二



松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

年
回
説
を
と
ら
れ
、
解
説
の
方
に
は
「
正
暦
三
、
四
年
の
頃
と
い
ふ
の
が
多
く
の

学
者
の
雪
笹
一
致
す
る
所
」
と
い
う
ふ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
妥
当
な
見
方
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
清
少
納
言
の
年
令
に
関
し
て
は
解
説
で
は
「
無
二
三
－

廿
四
五
」
と
あ
っ
て
「
精
義
」
の
記
述
と
多
少
若
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
「
精
義
」

の
（
六
、
七
）
の
文
字
は
、
後
日
推
敲
の
際
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
岸
上
慎

二
博
士
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
通
説
の
推
定
年
令
に
近
づ
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
四
の
注
釈
の
項
は
注
釈
史
を
略
述
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
「
詳
解
」
の
出

来
あ
が
る
ま
で
の
裏
話
の
よ
う
な
一
節
が
あ
り
、
当
時
、
黒
川
真
頼
博
士
の
講
義

を
拝
聴
す
る
の
に
、
学
生
の
多
く
は
博
文
館
発
行
の
日
本
文
学
全
書
本
、
次
に
萩

野
由
之
博
士
の
「
標
注
枕
草
紙
」
、
鈴
木
弘
恭
の
「
葉
枕
草
子
春
曙
抄
」
を
持
・

て
き
、
ま
れ
に
木
版
本
の
春
曙
抄
を
持
っ
て
い
る
者
も
あ
っ
た
由
で
あ
り
、
「
自
分

は
黒
川
先
生
の
お
勧
め
に
よ
っ
て
、
書
道
の
練
習
に
も
な
る
か
ら
と
い
ふ
の
で
、

講
義
を
承
る
所
だ
け
、
毎
週
春
曙
抄
を
透
写
し
て
、
そ
れ
に
書
き
入
れ
る
こ
と
に

し
て
み
た
。
そ
れ
が
『
詳
解
』
の
基
本
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
年
已
む
を

得
な
い
こ
と
で
さ
る
人
に
貸
し
た
ま
＼
で
返
っ
て
来
な
い
。
遺
憾
の
極
で
あ
る
」

（「

A
精
義
」
緒
言
解
説
四
八
頁
）
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
「
精
義
」
執
筆
当
時
、

参
考
に
さ
れ
た
新
し
い
文
献
（
大
体
昭
和
十
年
以
降
）
と
し
て
は
、
田
中
重
太
郎

博
士
の
「
枕
草
子
の
精
神
と
釈
義
」
（
昭
和
十
八
年
七
月
旺
文
社
刊
）
、
池
田
亀
鑑

博
士
の
日
本
文
学
士
辞
典
（
昭
和
七
年
六
月
新
潮
社
刊
）
の
解
説
、
そ
れ
か
ら
㈹

の
清
少
納
言
の
経
歴
の
項
に
、
岸
上
慎
二
博
士
の
「
清
少
納
言
伝
記
孜
」
（
昭
和
十

八
年
二
月
畝
傍
書
房
刊
）
が
良
著
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
、
他
に
、
「
精
義
」
の
語

釈
や
余
釈
な
ど
で
引
か
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
山
岸
徳
平
博
士
「
校
註
枕
草

一
四

子
L
（
翻
常
世
三
月
Y
吉
嚢
則
博
士
「
校
註
枕
草
子
」
（
昭
南
二
＋
五
年
万

昭
梱
二
蚕
食
胡
）
な
ど
も
あ
・
て
、
当
時
に
お
け
る
主
要
な
参
考
文
献
竺
往

見
て
お
ら
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
こ
の
解
説
中
、
諸
本
の
項
が
な
く
、
他
に
も
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
の
は
、
や
や
も
の
足
り
な
く
、
枕
冊
子
の
ご
と
き
、
異
本
が
系
統
的
に
対
立

し
、
そ
れ
が
成
立
の
問
題
に
も
関
連
し
て
く
る
作
品
の
場
合
、
是
非
と
も
、
こ
の

面
か
ら
の
考
察
を
加
え
た
一
節
が
ほ
し
か
っ
た
と
思
う
。
も
っ
と
も
、
「
精
義
」

の
注
釈
の
中
に
は
異
本
の
問
題
は
多
少
扱
わ
れ
て
い
、
と
く
に
、
春
は
曙
の
段
の

平
石
の
項
に
諸
本
に
つ
い
て
の
説
明
が
加
え
ら
れ
て
は
い
る
。

　
さ
て
、
次
に
「
精
義
」
の
注
釈
の
部
分
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
そ
の
執
筆
の
時
期
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
全
三

十
五
冊
中
、
二
十
二
冊
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
表
紙
右
寄
り
に
年
月
日
が
入
れ
ら
れ
て
　
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

お
り
、
ま
た
最
後
の
三
十
五
冊
目
に
は
末
尾
に
「
昭
和
二
十
六
年
二
月
十
三
日
稿

了
」
の
文
字
も
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
次
に
ま
と
め
て
記
し
て
み
よ
う
。

　
昭
和
二
十
四
年

　
　
十
二
月
二
十
三
日
第
一
冊
（
三
稿
）
、
第
二
（
三
審
）
、
第
三
（
愚
稿
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
（
三
稿
）
、
第
五
（
三
岡
）
、

　
昭
和
二
十
五
年

　
　
一
月
　
　
　
　
　
第
六
、
（
第
七
～
十
五
も
こ
こ
へ
入
る
か
）

二
月
　
　
七
日

二
月
　
十
八
日

二
月
二
十
一
日

第
十
有

る
か
）

第
廿

第
廿
】

（
三
五
）
（
第
十
七
、
十
八
、
十
九
も
こ
こ
へ
入



　
　
二
月
二
十
四
日

　
　
二
月
二
十
七
日

　
　
三
月
　
　
十
日

遅
　
三
月
十
二
日

　
　
三
月
二
十
一
日

　
　
三
月
二
十
七
日

　
　
四
月
二
十
一
日

遅
　
四
月
二
十
七
日

　
　
五
月
　
　
一
日

　
昭
和
二
十
六
年

　
　
一
月
三
十
日

　
　
二
月
十
三
日

　
以
上
は
、

も
の
で
あ
る
か
ら
、

が
、

第
二
二

第
聖
子

第
廿
里
、
第
廿
五

軍
手
黒

歯
廿
七
、
要
町
八
、

第
三
十

雪
辱
一

第
光
二
、
第
計
三
、

緒
言
、
解
説
、

（
第
面
争
も
こ
の
あ
た
り
か
）

第
豊
野
、
第
光
五
、
緒
言
を
書
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
冊
（
四
稿
）
（
三
稿
に
書
入
訂
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
舟
五
（
推
敲
）
　
（
末
尾
の
日
付
）

　
　
　
　
　
表
紙
の
日
付
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
表
紙
を
付
け
ら
れ
た
日
を
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
厳
密
な
意
味
で
は
原
稿
の
執
筆
月
と
若
干
の
ず
れ
は
あ
ろ
う

　
　
今
は
こ
の
日
を
以
っ
て
一
往
稿
の
成
立
の
時
と
見
倣
し
て
お
こ
う
。
（
（
）
を

も
っ
て
く
く
っ
て
あ
る
の
は
、
日
付
の
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
）
第
五
冊

ま
で
は
前
述
の
ご
と
く
四
百
字
詰
の
原
稿
用
紙
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

紙
の
感
じ
か
ら
い
っ
て
も
馬
少
し
前
か
ら
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
昭
和
二

十
六
年
一
月
三
十
日
の
第
一
冊
思
置
や
二
月
十
三
日
と
い
う
第
光
五
冊
の
末
尾
の

日
付
は
、
そ
れ
ぞ
れ
推
敲
書
入
れ
訂
正
を
さ
れ
た
日
の
日
付
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

し
た
が
・
て
、
繍
枕
草
子
精
義
」
の
主
な
執
筆
期
間
は
、
「
精
義
」
の
緒
論
の
中

（
二
十
二
頁
）
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
二
十
三
年
六
月
頃
か
ら
、
第
光
五

に
記
載
さ
れ
て
い
る
昭
和
二
十
五
年
四
日
二
十
七
日
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
日
に
緒

松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

言
が
書
か
れ
、
日
な
ら
ず
し
て
、
解
説
が
五
月
一
日
目
で
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

ろ
先
そ
の
後
も
絶
え
ず
訂
正
責
が
な
さ
れ
、
融
北
白
河
し
の
あ
と
が
き

の
書
か
れ
た
（
昭
和
三
十
三
年
六
月
二
十
五
日
目
の
こ
ろ
も
、
推
敲
が
つ
づ
け
ら

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
各
冊
の
末
尾
に
メ
モ
ふ
う
の
日
付
が
い
く

つ
か
記
入
さ
れ
て
い
る
の
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
こ
の
推
敲
は
長
期
日
に
及
ん
だ

で
あ
ろ
う
し
、
翁
と
し
て
は
、
も
う
こ
れ
で
世
に
発
表
し
て
も
よ
い
と
決
意
さ
れ

る
ま
で
に
い
た
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
り
、
と
く
に
後
段
の
箇
所
は
さ
ら
に
も
っ
と

訂
正
増
補
を
意
図
し
て
お
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
掲
の
「
稿
を
改
め
る
こ

と
三
回
、
意
に
満
ち
ま
せ
ん
。
只
今
第
四
稿
執
筆
中
で
あ
り
ま
す
が
、
命
の
あ
る

中
に
出
来
る
か
ど
う
か
は
頗
る
怪
し
い
も
の
で
す
が
筆
を
続
け
て
を
り
ま
す
云

々
」
（
「
北
白
河
」
あ
と
が
き
）
の
記
述
は
多
少
の
謙
遜
の
お
気
持
は
あ
る
に
し

て
も
、
未
完
の
著
述
で
あ
る
と
見
て
お
い
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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最
後
に
、
第
一
段
「
春
は
曙
」
の
所
か
ら
摘
記
し
て
み
よ
う
。

（
語
釈
）

○
春
は
あ
け
ぼ
の
　
そ
の
下
に
イ
ト
ヲ
カ
シ
と
い
ふ
や
う
な
語
を
含
め
た
独
立

の
一
断
句
（
提
示
句
）
で
あ
る
。
斯
様
に
用
言
や
助
動
詞
を
用
み
ず
、
直
に
体
言

を
も
つ
て
述
語
と
す
る
所
が
、
清
女
慣
用
の
手
法
で
、
や
、
も
す
れ
ば
冗
漫
、

平
弱
に
陥
り
易
い
国
文
の
弊
を
済
ふ
効
果
も
あ
り
、
語
形
ま
た
緊
縮
簡
蓬
に
し

て
、
鯨
韻
を
も
た
し
め
る
巧
妙
な
用
法
で
も
あ
る
。
次
々
に
来
る
「
夏
は
夜
」

「
秋
は
夕
ぐ
れ
」
「
冬
は
つ
と
め
て
」
等
も
、
皆
同
一
の
筆
法
で
、
こ
ん
な
辞
様

が
段
々
と
精
練
さ
れ
て
、
終
に
新
古
今
に
見
る
様
な
体
言
止
の
幽
玄
を
も
生
み

出
す
に
至
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
な
ほ
次
に
あ
る
「
細
く
た
な
び
き
た
る
」

一
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松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

「
蛍
の
飛
び
ち
が
ひ
た
る
」
の
如
き
、
助
動
詞
の
連
体
形
で
止
め
た
の
も
、
同

様
な
効
果
を
現
は
す
用
法
で
、
こ
の
二
つ
は
枕
草
子
全
体
に
見
る
特
色
あ
る
句

法
で
あ
る
。

○
白
く
な
り
ゆ
く
山
際
　
は
段
々
と
白
み
ゆ
く
山
際
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
白

　
　
し
る

く
を
著
く
の
意
に
見
な
く
て
は
ハ
ツ
キ
リ
し
な
い
と
い
ふ
説
が
あ
る
。
あ
ま
り

に
も
窮
屈
な
見
方
で
あ
る
。
夜
の
白
み
ゆ
く
山
際
で
十
分
に
聞
え
る
し
、
又
そ

れ
が
穏
当
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ら
　
じ
　
し
　
　
　
　
　
あ
が

○
少
し
あ
か
り
て
　
柳
か
赤
味
を
見
せ
て
ゴ
あ
る
。
こ
の
あ
か
り
て
を
「
上
り

て
」
の
意
に
取
っ
て
、
山
の
上
を
少
し
離
れ
て
ゾ
あ
る
と
い
ふ
説
が
あ
る
。
こ

れ
も
あ
ま
り
に
理
屈
つ
ぼ
く
て
面
白
く
な
い
。
な
る
べ
く
平
易
に
安
ら
か
に
見

て
ゆ
き
た
い
。

○
雨
な
ど
の
ふ
る
さ
へ
を
か
し
　
雨
の
ふ
る
ま
で
が
（
さ
へ
）
面
白
い
と
い
ふ
の

で
説
明
を
ま
た
な
い
句
で
あ
る
が
、
元
来
清
女
は
雨
が
大
嫌
で
、
草
子
中
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
注
十
一

至
る
所
で
、
雨
を
嫌
っ
た
叙
述
が
見
え
る
。
こ
と
に
二
六
二
段
の
雨
月
論
の
如

き
は
、
そ
の
尤
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
に
イ
や
な
雨
ま
で
が
面
白
い
と
い

っ
た
所
に
清
女
の
個
性
が
見
え
る
。
（
以
下
略
）
（
「
精
義
」
第
一
冊
二
～
三
頁
）

（
通
釈
）

　
春
は
曙
の
景
が
ま
こ
と
に
面
白
い
。
段
々
と
白
み
ゆ
く
山
際
が
少
し
あ
か
る

み
を
見
せ
て
、
紫
が
＼
つ
た
雲
の
細
く
棚
引
い
た
工
合
が
何
と
も
い
へ
な
い
。

　
夏
は
夜
が
面
白
い
。
月
の
頃
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
闇
と
い
へ
ど
も
、
蛍
の

飛
び
ち
が
っ
た
け
し
き
な
ど
は
ま
こ
と
に
捨
て
難
い
。
も
う
一
つ
突
っ
こ
ん
で

い
へ
ば
私
の
嫌
な
雨
な
ど
の
ふ
る
さ
へ
も
．
面
白
い
。

　
秋
は
夕
暮
で
あ
る
。
夕
日
花
や
か
に
さ
し
て
、
山
の
端
近
く
入
り
な
ん
と
す

一
六

　
る
折
か
ら
、
塒
に
急
ぐ
鴉
が
、
三
つ
四
つ
二
つ
と
飛
ん
で
ゆ
く
、
実
に
い
ふ
べ

　
か
ら
ざ
る
風
趣
で
あ
る
。
ま
し
て
秋
天
（
季
）
遠
来
の
客
、
列
を
作
っ
た
鷹
の

　
遙
に
小
さ
く
見
え
る
な
ど
は
、
又
格
別
な
興
味
を
感
ず
る
。
日
が
暮
れ
て
後

　
の
、
風
の
音
、
虫
の
声
、
い
ふ
に
や
及
ぶ
、
身
に
し
み
て
感
じ
が
深
い
。

　
　
冬
は
早
朝
と
い
ひ
た
い
。
雪
の
降
っ
た
な
ど
は
勿
論
の
こ
と
、
霜
な
ど
の
真

　
白
に
お
き
渡
し
た
の
も
面
白
い
。
写
そ
う
で
な
く
て
も
、
寒
い
く
朝
な
ど
、

　
大
急
ぎ
で
火
な
ど
お
こ
し
て
、
炭
な
ど
持
っ
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
運
ん
で
あ
る

　
く
、
こ
ん
な
あ
わ
た
ゾ
し
い
行
動
も
、
冬
と
い
ふ
季
節
の
感
じ
に
ピ
ツ
タ
リ
と

　
打
合
っ
て
気
持
が
い
＼
。
私
は
冬
の
寒
さ
に
、
こ
ん
な
興
趣
を
覚
え
る
。
所
が

　
昼
に
も
な
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
寒
さ
が
ゆ
る
ん
で
、
園
炉
裏
や
火
鉢
の
火
が

　
白
い
灰
が
ち
に
な
っ
て
居
る
な
ど
は
柳
か
間
が
ぬ
け
て
感
心
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
精
義
」
第
一
冊
六
～
七
頁
）
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な
お
、
余
響
の
項
で
あ
る
が
、

　
「
枕
に
こ
そ
は
」
と
申
上
げ
て
、
中
宮
か
ら
賜
っ
た
こ
の
冊
子
、
何
か
ら
書
き

　
初
め
た
も
の
か
と
は
、
清
女
も
相
当
考
へ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
そ
の
結
果
、
や

　
は
り
四
季
の
感
興
か
ら
と
決
心
し
て
筆
を
下
し
た
第
一
語
が
、
こ
の
「
春
は

　
曙
」
の
名
旬
で
あ
る
。
清
新
、
奇
抜
、
前
人
未
だ
嘗
て
言
は
ざ
る
所
を
道
破
し

　
た
。
眼
光
は
髄
に
流
俗
の
視
野
を
超
絶
し
て
、
高
く
且
つ
鋭
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
精
義
」
第
一
冊
八
頁
）

と
説
き
お
こ
し
て
、
春
曙
抄
や
岩
崎
美
隆
の
柱
甘
心
を
引
い
て
全
段
の
鑑
賞
批
評

が
述
べ
ら
れ
、
異
本
の
問
題
に
及
び
、
「
今
日
の
学
者
の
通
説
」
と
し
て
、
所
謂
、

池
田
亀
鑑
博
士
の
、
e
能
因
所
持
本
　
口
三
巻
本
　
言
前
田
本
　
四
堺
本
の
四

系
統
を
あ
げ
て
、
底
本
の
春
曙
抄
は
e
に
入
る
と
し
て
、
口
・
日
・
四
の
そ
れ
ぞ



れ
の
本
文
を
あ
げ
、
比
較
し
、
e
が
、
「
文
辞
の
洗
煉
か
ら
い
へ
ば
各
種
伝
本
中

優
位
に
推
す
べ
き
」
だ
と
し
て
い
る
。
能
因
本
系
統
本
の
有
力
写
本
が
翻
刻
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
当
時
の
こ
と
と
て
、
こ
れ
は
や
む
を
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

春
曙
抄
す
な
わ
ち
能
因
本
と
の
過
信
は
、
本
文
研
究
の
長
足
の
進
歩
を
見
た
今
日

か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
問
題
が
残
ろ
う
。
そ
し
て
雑
纂
形
態
か
類
纂
形
態
か
に
つ

い
て
は
、
春
は
曙
の
段
か
ら
「
余
意
連
想
は
次
々
に
展
開
し
て
四
月
の
葵
祭
ま
で

が
、
一
群
一
篇
を
成
す
も
の
と
見
る
べ
き
」
だ
と
し
、
前
田
本
、
堺
本
は
次
の
第

二
段
「
頃
は
」
ま
で
続
け
て
、
そ
の
次
の
「
正
月
一
日
は
」
か
ら
は
後
の
別
の
段

に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
「
草
子
全
体
の
内
容
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
、
同
趣
同
類
の
も

の
を
類
纂
し
た
」
も
の
と
見
倣
し
、
「
そ
の
霊
示
は
断
じ
て
清
女
原
作
の
躰
裁
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
学
者
に
よ
っ
て
は
種
々
異
見
が
あ
る
の

で
、
今
日
の
所
容
易
に
断
じ
難
い
研
究
上
の
大
問
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
は
和
辻
哲
郎
博
士
や
池
田
亀
鑑
博
士
の
類
纂
原
型
説
を
尊
重
さ
れ
て

の
慎
重
な
ご
発
言
か
と
思
う
が
、
翁
自
身
は
雑
纂
原
型
説
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
よ

う
だ
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
内
容
は
「
詳
解
」
と
全
く
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
通
釈

（
そ
れ
は
多
少
意
訳
で
は
あ
る
が
）
も
加
わ
り
、
語
釈
も
、
内
容
が
一
変
し
、
よ

り
詳
細
に
な
り
、
車
中
は
全
段
で
な
い
に
し
て
も
問
題
あ
る
箇
所
を
お
さ
え
、

「
詳
解
」
に
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
本
文
の
問
題
が
、
か
な
り
採
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
、
当
然
こ
と
な
が
ら
、
旧
著
の
面
白
を
一
新
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
今
後
の
研
究
の
成
果
を
も
盛
り
込
ん
で
、
　
層
の
訂
正

増
補
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

四

　
以
上
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
は
、
明
治
三
十
一
年
と

い
う
、
近
代
枕
冊
子
研
究
の
草
創
の
時
期
に
、
磐
斎
抄
、
春
曙
抄
の
増
補
訂
正
と

い
う
立
場
か
ら
出
発
し
、
当
時
の
黒
川
真
頼
、
飯
田
武
郷
、
関
根
正
直
と
い
っ
た

諸
大
家
の
説
を
綜
合
し
、
自
己
の
創
見
も
加
え
て
、
「
詳
解
」
の
名
の
ご
と
く
、

か
な
り
詳
密
な
全
注
釈
と
い
う
形
と
な
っ
て
結
実
し
、
そ
の
通
解
と
称
す
る
概
説

も
、
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
め
に
、
武
藤
元
信
、
溝
口
白

洋
、
窪
田
空
穂
、
永
井
一
孝
、
金
子
元
臣
、
内
海
弘
蔵
ら
の
諸
家
の
注
釈
、
研
究

に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
、
「
詳
解
」
の
名
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
初
期
ま
で

及
ん
だ
。
そ
の
間
、
松
平
翁
は
大
正
四
年
神
官
と
な
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
内
　
0
6

面
的
に
は
研
究
を
進
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
外
面
的
に
は
そ
の
成
果
を

世
に
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、
大
正
の
末
か
ら
昭
和
の
始

め
に
か
け
て
、
山
岸
徳
平
博
士
、
池
田
亀
鑑
博
士
ら
を
中
心
と
し
て
、
文
献
学
的

研
究
が
進
捗
し
、
三
巻
本
の
紹
介
と
評
価
と
な
っ
て
学
界
を
に
ぎ
わ
わ
し
、
研
究

は
大
き
く
進
展
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
を
受
け
て
、
塩
田
良
平
博
士
の
鑑
賞
批
評
研

究
、
岸
上
慎
二
博
士
の
伝
記
研
究
、
本
文
研
究
、
田
中
重
太
郎
博
士
の
本
文
、
語
彙

研
究
は
従
来
の
枕
冊
子
研
究
を
一
変
さ
せ
た
と
い
う
べ
く
、
松
平
翁
の
研
究
は
そ

の
歴
史
的
意
義
は
評
価
さ
れ
る
と
し
て
も
、
今
日
的
意
義
は
多
少
稀
薄
に
な
っ
た

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
時
に
あ
た
っ
て
、
翁
の
枕
冊
子
研
究
が
、
そ
の
後

も
、
孜
々
と
し
て
進
め
ら
れ
、
昨
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
日
九
十
六
歳
の
生
涯
を

終
ら
れ
る
ま
で
、
ず
っ
と
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
ご
報
告
す
る
こ
と

　
七



松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

は
、
決
し
て
意
義
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
昭
和
二
十
三
年
六
月
、
翁
は
神

官
を
や
め
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
温
め
て
こ
ら
れ
た
枕
冊
子
研
究
へ
の
情
熱
は
、
七
十

三
歳
と
い
う
お
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
っ
と
堰
を
切
っ
て
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
出

た
の
で
あ
・
た
。
そ
れ
は
わ
ず
か
二
年
足
ら
ず
で
、
約
二
千
枚
も
の
繍
枕
草
子

精
義
」
の
原
稿
と
な
っ
て
結
実
し
、
さ
ら
に
完
壁
を
期
そ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
昭
和
二
十
八
年
に
は
「
校
本
枕
冊
子
」
が
出
版
さ
れ
、
楠
道
隆
教
授
、
林
和

比
古
博
士
の
ご
研
究
も
加
わ
っ
て
、
枕
冊
子
の
研
究
は
よ
り
、
精
緻
に
高
度
化
す

る
。
か
く
て
、
翁
の
「
精
義
」
は
、
学
界
と
緊
密
な
連
繋
が
お
あ
り
で
な
か
っ
た

故
も
あ
っ
て
、
遂
に
未
刊
の
ま
ま
、
今
日
に
及
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
翁
逝
か
れ
て
凡
そ
一
年
、
「
精
義
」
は
永
遠
に
未
完
の
業
績
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
そ
の
全
貌
を
こ
の
ま
ま
の
姿
で
出
版
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
、
翁
の
ご

遺
志
に
副
わ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
せ
め
て
一
端
な
り
と
も
、
と
思
っ
て
、
で
き
る

か
ぎ
り
客
観
的
に
と
念
じ
つ
つ
、
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
松

平
静
翁
へ
の
非
礼
の
言
辞
を
弄
し
た
こ
と
は
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
ね
ば
な
ら
な

い
。　

ま
た
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
田
中
重
太
郎
博
士
か
ら
ご
示
教
を
い
た

だ
き
、
そ
の
他
、
歌
集
の
方
面
に
関
し
て
は
、
新
島
短
歌
社
主
幹
松
本
繁
蔵
氏
、

同
じ
く
歌
集
、
年
譜
の
資
料
に
関
し
て
は
、
北
野
神
社
権
宮
司
片
桐
勤
氏
、
同
じ

く
禰
宜
浅
井
与
一
郎
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
、
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

松
平
　
静
翁
略
年
譜

一
八

　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
ぐ
う

　
一
月
　
　
二
日
　
福
井
県
敦
賀
市
三
宮
の
常
宮
神
社
神
主
宮
本
家
の
二
男
と
し
て
生
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
後
福
井
藩
城
代
家
老
松
平
主
馬
の
養
嗣
子
と
な
る
。
）

　
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
歳

四
月
　
　
　
　
　
　
上
京
し
、
国
学
院
入
学

　
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
三
歳

　
七
月
　
　
七
日
　
国
学
院
卒
業
。

十
二
月
末
日
「
枕
草
紙
詳
解
」
の
緒
言
を
「
嘱
す
さ
ま
じ
く
ふ
る
日
江
戸
川
の
ほ
と
り

　
　
　
　
　
　
　
鴎
客
幽
盧
の
う
ち
に
て
」
し
る
す
。

　
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
歳

　
二
月
　
五
日
黒
川
真
頼
閲
・
飯
田
武
郷
閲
な
ら
び
に
序
・
黒
川
真
道
、
芳
賀
矢
一
序
・

　　

@　
@　

@
難
蕪
醐
魂
繋
羅
盤
麗
鮎
艶
籠
（
繭
熱
塒

　
　
　
　
　
　
　
書
店
か
ら
、
中
等
教
育
和
漢
文
講
義
三
聖
篇
と
し
て
出
版
。

　
六
月
　
末
　
日
　
「
枕
草
紙
詳
解
」
中
編
の
あ
と
が
き
（
訂
正
文
）
を
「
都
は
晴
れ
ぬ
な
が

　
　
　
　
　
　
　
め
す
る
こ
ろ
三
川
な
る
鴎
客
幽
盧
の
う
ち
に
て
」
し
る
す
。

　
八
月
　
　
　
日
　
「
枕
草
紙
詳
解
」
中
編
（
葵
の
巻
）
（
四
一
六
頁
）
を
同
じ
く
誠
之
堂
書

　
　
　
　
　
　
　
店
か
ら
出
版
。

十

二九

胆JV
日日

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）

二
月
　
十
二
日

岐
阜
県
師
範
学
校
助
教
諭
心
得
と
な
る
。

「
枕
草
紙
詳
解
」
下
編
の
あ
と
が
き
を
「
夕
ぐ
れ
も
の
暗
う
な
り
た
る
こ

ろ
」
し
る
す
。
そ
の
文
中
に
、
関
根
正
直
博
士
の
「
枕
草
子
集
註
」
の
こ

と
、
他
日
、
　
「
詳
解
」
の
不
備
を
補
う
た
め
に
「
参
考
枕
草
紙
」
を
つ
く

る
意
図
の
あ
る
こ
と
、
　
「
詳
解
」
の
附
録
と
し
て
、
殿
舎
の
事
、
装
束
の

事
な
ど
を
ま
と
め
て
出
す
予
定
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
五
歳

「
枕
草
紙
詳
解
」
下
編
（
楓
の
巻
）
（
三
六
二
頁
）
を
、
同
じ
く
誠
之
堂

書
店
か
ら
出
版
。



二
月
二
十
七
日

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

五
月
三
十
日
　
岐
阜
県
師
範
学
校
助
教
諭
と
な
る
。

十
月
　
　
八
日
岐
阜
県
師
範
学
校
教
諭
と
な
る
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

三
月
三
十
一
日
　
岐
阜
県
立
中
学
校
教
諭
と
な
る
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

七
月
　
十
九
日
　
岐
阜
県
立
中
学
校
教
諭
を
願
に
よ
り
退
職
す
る
。

七
月
三
十
一
日
　
国
幣
中
社
南
宮
神
社
（
岐
阜
県
）
宮
司
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
生
活
が
は
じ
ま
る
。

大
正
十
年
（
一
九
一
＝
）

二
月
　
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
（
ち
な
み
に
、

　
　
　
　
　
　
　
正
十
一
年
十
月
一
日
に
第
八
版
を
重
ね
て
い
る
）

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

七
月
　
　
四
日

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

八一一
月月月

十十十
　三六
日日日

師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
国
語
科
教
員
免
許
状
を
受
け
る
。

三
十
一
歳

三
十
三
歳

四
十
歳

以
後
、
神
官
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
六
歳

「
枕
草
紙
詳
解
」
上
編
は
十
版
を
発
行
。
版
元
は
同
じ
く
誠
之
堂
書
店
。

　
　
　
　
　
中
巻
は
大
正
九
年
十
一
月
三
日
に
第
八
版
を
、
下
巻
は
大

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

四
月
十
一
日

四
月
二
十
一
日

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

三
月
　
　
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
七
歳

国
幣
小
社
翻
舗
建
（
静
岡
県
）
宮
司
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
三
歳

正
六
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。

静
岡
県
神
職
会
副
会
長
と
な
る
。

「
枕
草
紙
詳
解
」
復
興
版
（
菊
判
、
洋
装
、
一
冊
。
序
文
＝
一
頁
、
通
解

三
四
頁
、
目
次
十
二
頁
、
本
文
六
三
四
頁
、
佐
伯
天
涯
の
あ
と
が
き
二

頁
、
計
六
九
四
頁
、
写
真
一
葉
）
を
佐
伯
天
涯
の
編
輯
に
よ
っ
て
、
東
京

市
小
石
川
区
指
ケ
谷
町
七
番
地
　
知
世
書
房
か
ら
発
行
。
　
（
な
お
、
重
版

が
後
日
、
有
宏
社
か
ら
も
出
て
い
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
九
歳

官
幣
中
社
北
野
神
社
（
京
都
市
）
宮
司
と
な
る
。

全
国
神
職
会
評
議
員
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
三
歳

従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。

松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

三
月
二
十
五
日
　
全
国
神
職
会
京
都
支
部
長
と
な
る
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）

二
月
　
　
一
日
　
大
日
本
神
祇
会
京
都
府
支
部
京
都
部
会
長
と
な
る
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）

三
月
二
十
六
日
　
高
等
官
三
等
待
遇

昭
和
二
十
［
年
（
一
九
四
六
）

六五三一
月月月月

手一＋
日日日日

　
昭
和
二
十
三
年

　
六
月
二
十
八
日

　
六
月

　
昭
和
二
十
四
年

十
二
月
二
十
三
日

　
昭
和
二
十
五
年

　
四
月
二
十
七
日

五
月
　
　
一
日

昭
和
二
十
六
年

三
月

昭
和
三
十
三
年

六
月
二
十
五
日

六
十
七
歳

六
十
八
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
一
歳

官
幣
大
社
賀
茂
別
雷
神
社
宮
司
と
な
る
。
勅
任
官
待
遇
。

従
四
位
に
劃
せ
ら
れ
る
。

勲
五
等
瑞
宝
章
を
授
け
ら
れ
る
。

職
制
廃
止
に
よ
り
、
二
月
二
日
付
を
も
っ
て
一
旦
退
職
し
、
改
め
て
本
日

付
を
も
っ
て
京
都
市
上
京
区
鎮
座
賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
神
社
）
宮
司

と
な
る
。

（一

緕
l
八
）

賀
茂
別
雷
神
社
宮
司
を
願
に
よ
り
退
職
す
る
。

繍
肇
子
精
義
」
の
摯
を
は
じ
め
る
。

七
十
三
歳

（「

緕
l
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
四
歳

繍
肇
子
精
義
」
（
第
三
稿
）
篁
～
第
五
ま
で
完
成
。

（一

繻
ﾜ
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
五
歳

繍
肇
子
襲
」
第
六
～
辮
五
ま
で
・
宥
ま
で
に
完
成
。
同
じ

く
、
緒
言
を
、
「
洛
東
北
白
河
寓
舎
に
て
」
し
た
た
め
る
。

同
緒
言
・
解
説
一
冊
を
綴
じ
る
。

（一

繻
ﾜ
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
六
歳

・
の
頃
ま
で
先
に
完
成
し
た
繍
蟄
子
精
義
し
の
護
を
続
行
す
る
。

（一

繻
ﾜ
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
三
歳

融
北
白
河
し
の
あ
と
が
き
を
し
た
た
め
る
。
そ
の
中
に
、
「
「
枕
草
子

詳
解
」
の
大
改
修
を
思
ひ
た
ち
ま
し
て
、
已
に
稿
を
改
め
る
こ
と
三
回
、

［
九
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松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
意
に
満
ち
ま
せ
ん
。
ロ
バ
A
「
第
四
稿
執
筆
中
で
あ
り
ま
す
云
々
」
と
あ
る
。

分
二
＋
盛
夏
北
白
河
L
出
版
。

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
六
歳

五
月
　
　
　
　
　
岐
阜
県
の
古
い
教
え
子
た
ち
に
よ
っ
て
、
岐
阜
金
華
山
城
趾
岐
阜
公
園

　
　
　
　
　
　
　
に
、
歌
碑
が
建
て
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
翁
の
自
筆
で
、
　
「
ふ
も
と
に
は

　
　
　
　
　
　
小
田
の
か
は
つ
の
な
く
と
い
ふ
山
時
じ
く
に
こ
が
ね
花
さ
く
名
ぐ
は
し
の

　
　
　
　
　
　
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
歌
稿
大
文
字
山
」
参
照
。

昭
和
四
十
年
（
「
九
六
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
十
歳

八
月
　
　
十
日
　
「
歌
稿
大
文
字
山
」
の
後
叙
を
、
北
白
河
草
庵
に
お
い
て
し
た
た
め
る
。

十
月
二
十
五
日
　
「
歌
稿
大
文
字
山
」
北
野
天
満
宮
社
務
所
内
、
松
平
静
先
生
歌
集
刊
行
会

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
出
版
。

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
十
二
歳

九
月
　
十
九
日
　
同
人
歌
集
「
三
十
六
峰
」
の
巻
末
余
録
を
し
た
た
め
る
。
同
歌
集
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
「
明
治
百
年
」
と
し
て
三
十
首
、
「
老
い
の
道
草
」
と
し
て
百
十
首
を
寄
せ

　
　
　
　
　
　
　
る
Q

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
十
三
歳

四
月
二
十
五
日
　
同
人
歌
集
「
三
十
六
峰
」
京
都
市
伏
見
区
桃
山
御
香
宮
社
務
所
内
三
十
六

　
　
　
　
　
　
　
峰
刊
行
会
か
ら
出
版
。

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
十
六
歳

三
月
　
　
一
日
　
共
同
歌
集
「
逢
坂
山
」
京
都
市
左
京
区
岡
崎
平
安
神
宮
社
務
所
内
榊
葉
会

＿T“　 一
ノ＼一
月刀

（
注
）

　
　
　
　
　
同
人
か
ら
出
版
。

　
　
三
日
　
京
都
市
左
京
区
北
白
川
西
瀬
内
町
三
十
の
閑
居
に
お
い
て
回
す
。

　
　
　
　
短
歌
誌
「
新
燈
」
第
百
八
十
四
号
に
、
追
悼
号
が
特
集
さ
れ
る
。
若
き
日

　
　
　
　
　
の
松
平
先
生
　
松
原
又
一
、
松
平
静
先
生
と
常
宮
の
産
屋
　
高
橋
啓
三
、

　
　
　
　
松
平
先
生
と
わ
た
く
し
と
　
田
中
重
太
郎
、
松
平
先
生
の
御
葬
儀
　
浅
井

　
　
　
　
与
一
郎
、
神
さ
り
ま
し
て
　
中
島
佐
津
、
な
ど
の
追
悼
文
と
、
松
平
先
生

　
　
　
　
　
略
歴
・
歌
歴
　
松
本
繁
蔵
を
お
さ
め
る
。

な
お
、
本
略
年
譜
は
翁
の
神
官
と
し
て
の
面
に
手
薄
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
道
の
方
の

ご
叱
正
を
得
て
増
補
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

注
一
　
中
等
教
育
和
漢
文
講
義
と
い
う
叢
書
は
、
国
語
漢
文
の
注
釈
シ
リ
ー
ズ
で
、
今
泉
定

　
　
　
介
の
伊
勢
物
語
講
義
、
同
竹
取
物
語
講
義
、
同
土
佐
日
記
講
義
、
畠
山
町
の
百
人
一

　
　
　
首
講
義
、
三
木
五
百
枝
の
紫
式
部
日
記
講
義
な
ど
も
入
っ
て
い
る
。

注
二
　
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
「
枕
草
子
」
所
収
、
枕
冊
子
研
究
史
物
語
三
九
三
頁
。

注
三
　
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
6
「
枕
草
子
徒
然
草
」
二
三
八
頁
。

注
四
最
近
で
は
、
「
諸
説
一
覧
枕
草
子
」
（
明
治
書
院
昭
和
四
五
・
五
刊
）
中
の
注
釈
書
・

　
　
　
研
究
書
の
項
（
神
作
光
一
氏
執
筆
）
や
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
「
枕
草
子
」
　
（
有

　
　
　
精
堂
昭
和
四
五
・
七
刊
）
中
の
解
説
H
『
枕
草
子
」
研
究
史
素
描
（
増
淵
勝
一
氏
執

　
　
　
筆
）
に
お
い
て
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

三
五
　
翁
と
旧
交
の
あ
っ
た
北
野
神
社
権
宮
司
片
桐
勤
氏
の
お
話
に
よ
る
。

注
六
段
数
は
、
と
く
に
、
こ
と
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
日
本
古
典
全
書
本
に
よ
る
。
以
下
同

　
　
　
じ
。

注
七
　
　
「
新
稿
枕
草
子
精
義
」
は
未
刊
の
も
の
で
あ
る
が
、
　
一
往
、
所
在
を
示
し
て
お
く

　
　
　
と
、
第
二
の
九
八
頁
。

注
八
　
　
『
枕
草
子
形
態
論
』
「
国
語
国
文
」
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
号
。
『
枕
草
子
の
本
文
か
　
　
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
ら
考
え
た
成
立
論
」
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
号
。
こ
れ
ら

　
　
　
は
、
「
枕
草
子
異
本
研
究
」
（
笠
間
書
院
昭
和
四
十
五
年
四
月
刊
）
に
再
録
さ
れ
て
い

　
　
　
る
。

二
九
　
　
「
精
義
」
第
十
五
、
七
十
三
頁
、
第
七
十
二
段
（
こ
の
段
は
「
精
義
」
の
段
）
里
に

　
　
　
ま
か
で
た
る
に
の
「
語
釈
」
。

注
十
　
　
「
精
義
」
第
廿
七
、
五
十
一
頁
、
第
百
六
十
段
（
こ
の
段
「
精
義
」
に
よ
る
）
宮
に

　
　
　
始
め
て
参
り
た
る
頃
の
「
語
釈
」
。

注
十
】
「
精
義
」
の
段
は
第
二
百
五
十
二
段
。


